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　牛乳博物館は世界約150ヶ国から収集した、酪農乳業に関する珍しいコレクションが約5000点展示

される、日本唯一の牛乳・乳業の博物館です。

　館内は①牛の壁画や置物、②牛乳の容器、各種乳製品の道具や容器、③牧場で使用されてた各種

道具、④酪農乳業に貢献された古人の資料、⑤牛の置物や民芸品、⑥酪農乳業に関する生活風俗の

品々、⑦昭和時代の牛乳製造機械、⑧酪農乳業に関する書籍コーナーなど豊富に展示しています。

　人間と牛が育んできた歴史や乳文化を知れば、きっと牛乳がより身近に感じられます。

紀元前2500年頃の大牛角のリトン（ﾚﾌﾟﾘｶ）

公益財団法人中田俊男記念財団

牛乳博物館 　　　代表理事　　　中田俊之

住 所　　： 茨城県古河市下辺見１９５５

電 話　　： ０２８０－３２－１１１１ (予約電話）

【博物館見学について】

開館時間　　： 10:00～16:00　（原則）

休 館 日　　： 日曜日・年末年始　（原則）

見学時間　　： 約９０分（工場見学・DVD鑑賞含む）

料金・人数 ： 無料　　（原則　３名様以上でお願いします）

申 込　　： 電話予約（平日9：30～16：30）　

交通アクセス ： JR古河駅西口より朝日バスを利用

博物館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　 http://www.milkmuseum.or.jp

メールアドレス  ： info@milkmuseum.or.jp

●牛乳博物館見学はトモヱ乳業工場見学とセットになっております。 　　　牛乳博物館はトモヱ乳業株式会社内にあります
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シンポジウムの概要

シンポジウムの総合司会佐藤奨平（日大助教）先生よ
り開催宣言され、最初に中瀬会長より開会挨拶がされた。
研究会の活動は、平成20年に発足してから来年で10年
を迎える。そして毎年シンポジウムを開催してきた。最
初は「日本における酪農乳業の近代化の軌跡」から始ま
り、不足払い法の制定当時の酪農乳業情勢、近代酪農の
発祥地嶺岡牧など多岐に亘り酪農乳業の歴史について勉

シンポジウム

第11回シンポジウム：アイスクリームの歴史に学ぶ 
華麗なる乳文化を与えてくれたもの

開会挨拶　　中瀬　信三　（日本酪農乳業史研究会々長）

第１部　基調講演
日本のアイスクリームの歩み・揺籃期から第2次世界大戦終了迄
　　信州大学名誉教授　農学博士　細野明義 氏

講演 1
戦後のアイスクリームの産業史
　　（一社）日本アイスクリ－ム協会元専務　和氣　孝 氏

講演 2
現在のアイスクリーム類の多様性
　　アイスクリームプレス（株）　二村英彰　氏

第２部　パネルディスカッション（質疑応答）
アイスクリームの歴史に学ぶ
　パネリスト	 細野明義 氏・和氣　孝 氏・二村英彰 氏
　コーディネ―タ―	 矢澤好幸 氏

併設展示　　ポットフリーザー（手回式1910年代）
　　　　　　アイスクリーム販売自伝車（玩具1940年代）
　　　　　　アイスクリーム関連書籍

飲物コーナー　　牛乳・乳飲料　アイスクリーム　甘乳蘇

第３部　交流会　　櫻門会館櫻ホール

第11回シンポジウムは、一般社団法人Jミルク・乳の学術連合運営委員会・一般社団法人日本乳業協会・
一般社団法人アイスクリーム協会の後援を頂き平成29年9月16日（土）日本大学櫻門会館（東京都千代田
区5番町2－6）で60余名の参加者を迎え盛会裏に開催することが出来ました。

主旨は、文明開化と共にやってきたアイスクリーム、冷たい感触の魅力をもつ乳製品として150年の歴史
を培ってきました。先人が苦労してきた製造技術及び普及啓蒙の姿と、更に庶民の食べ物にしてきた戦後の
産業史、そして現在のアイスクリームの多様性について解説しました。加えて多くの人々に愛される、華麗
なる乳文化を与えてくれたアイスクリームの歴史を今回辿ることが出来ました。

シンポジウムの次第

開会挨拶をする中瀬信三会長
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強してきた。酪農乳業界に携わる、行政、酪農団体、乳
業会社の3者には各々の立場があり、互いに意見を摺り
合わせ、歴史から学ぶ重要性がある事を認識し、研究会
の活動を進めたいと述べた。そして今回はアイスクリー
ムをテーマ―に、造詣の深い先生方お招きして講演をし
て頂くことになった。先生方の履歴を紹介しながら更な
る研究会活動の支援を要請した。
基調講演として細野明義氏は「日本のアイスクリーム
の歩み・揺籃期から第2次世界大戦終了迄」テーマーに
講演された。概要は次の通りである。古来より日本人は
氷を食して「日本書記」「源氏物語」「枕草子」にもそれ
ぞれ記録がのこっている。その後、時代が進につれ、様々
な書物のなかで描かれている。明治初期には、日本人で
も氷を作り始めている。アイスクリームについて1858
年日米修好通商条約の終結にあたりアメリカに渡った侍
が書いた「航海日記」には、アイスクリームの美味しさ
に驚きと感動した記録がのこっている。我国で始めてア
イスクリームを製造販売したのは、町田房造だと多くの
書物に書かれているが、非常に曖昧のところが多いと指
摘している。一方横浜関内駅ほど近くの馬車道には、ア
イスクリーム記念碑があるなど証拠もあると言われてい
る。東京銀座の様々な店舗、外国人を招待した鹿鳴館な

どアイスクリームが提供され世間に広がって来た。大正
9年東京深川にあった深川工業（現富士乳業）が米国製
アイスクリームフリーザーを導入。大正10年には極東
煉乳㈱（明治の前身）、大正12年には北海道酪連（現雪
印メグミルク）ガ続々と参入するなど、その後はアイス
クリームの製造の工業化が国内に広がった。またアイス
クリームの研究論文・総説・解説などの書籍及び特許数
を調査され、昭和25年以降に件数が伸びていることに
着眼し、本格的なアイスクリームの研究は戦後からで、
戦中は贅沢品であったなど、42枚のパネルを用い約
1300年の氷菓及びアイスクリーム歴史を語られた。
講演1として和氣孝氏は「戦後のアイスクリームの産
業史」のテーマーで講演された。昭和25年〜 38年の間
に多くのメーカーがアイスクリーム製造に参入した。大
正時代からアイスクリーム製造を始めた、極東煉乳、北
海道酪連、森永乳業に次いで協同乳業など、現在日本ア
イスクリーム協会に加入する13社のうち9社もこの時期
に参入を果たした歴史的経過を紹介した。製造メーカー
が増える一方、業界が過当競争に陥った弊害として、「安
からう・悪かろう」という粗悪な商品が横行し市場は低
迷した。業界はこれを解消するために、昭和41年に日
本アイスクリーム協会を設立した。協会設立以降、平成
4年までアイスクリームの生産額は1年で約8％伸び、昭
和41年の510億から平成4年には3856億円まで伸長した。

その後コンビニの登場など市場環境が変化していくな
か、メーカー側の対応が追い付かず、生産額は一時、平
成15年には3322億円迄落ち込んだ。しかしコンビニ等
への対応が進むと V 字回復をつげ、平成 28 年には、
4939億円迄市場が成長したと明るい話題を提供しなが
ら解説した。

講演2として二村英彰氏は「現在のアイスクリームの
多様性」のテーマ―で講演された。

アイスクリーム等の生産量はほぼ横ばいだが、平成
18年から27年までの10年間でアイスクリーム市場が

シンポジウム司会をする佐藤奨平先生

基調講演をする細野明義先生

講演をする和気孝氏
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1000億円に拡大した。その要因としてリッター単価の
高い商品で伸長率が高い点に注目するべきと強調した。
リッター単価の高いアイスクリームの代表的アプローチ
として、冬場の商品「冬場アイス」としてシニア層獲得
に向けた「大人向けアイス」の2つのカテゴリーを紹介
した。冬場市場は平成25年〜 28年迄の4年間240億円
伸長しておりテレビの影響があった。冬アイスの特徴は
①濃厚の味わい②高めの価格（180円から250円）③季
節限定である。一方大人向けアイスの特徴は、団塊世代
を取りこみのマーケティングの戦略あると指摘している。
各社はシェア獲得のため「大人」をキーワードにした商
品を市場に投入したため、CMにも30代以上の芸能人を
起用したと解説した。今後は国内人口の減少に伴い市場
の縮小もみこまれるので、中国、東南アジアを始めとす
る海外進出がアイスクリーム業界の中心的な施策になる
見方をしめした。（以上、全酪新報及び日刊酪農経済通
信より参考・引用）
パネルディスカッションでは矢澤好幸氏がコーディネ
ーターとなり各講師の補足説明と質疑応答の中で、アイ
スクリームの原点は氷菓からはじまり、明治期を代表す
る乳の冷菓として新しい時代を築き、今日では年間5000
億円規模に成長した歴史を振り返り、アイスクリームこ

そ「華麗なる乳文化を与えてくれたもの」と纏めた。
併設催事コーナーでは、ポットフリーザー（アメリカ

製・手回式1910年）アイスクリーム販売自伝車（アメ
リカ製・玩具1940年）が展示された。（財団法人中田俊
男記念財団牛乳博物館提供）
第3部交流会は同館4階櫻ホールで約50名の参加者に

より農林水産省本田光広調整官から挨拶・乾杯発生を頂
き開宴された。会員同士が深い絆を結ぶ交流とアイスク
リ―ムの秘話を講師に披露して貰いながら終始酪農乳業

講演をする二村英彰氏

パネルディスカッション

展示品フリーザー

展示品アイスクリーム販売自転車

アイスクリーム展示コーナー

..'̂”̀’―,....,.ん
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史に花が咲き和やかの中、堂迫俊一本会理事による中締
めにより終宴された。

毎回シンポジウムの恒例になっている、宮崎県の中西
牧場から古代乳製品「甘乳蘇」と遠く九州より冷凍して、
シンポジウムに相応しいアイスクリームを提供して下さ
った。又トモヱ乳業㈱より牛乳・乳飲料を頂き、シンポ
ジウムに華を添えて下さり心から感謝しています。

そして、シンポジウムの案内状の発送から当日の準備
及び受付までして頂いた日大ミルク科学研究室の学生さ
んに併せて感謝します。

（文責；本会事務局長矢澤好幸）
（写真撮影；研究会評議員小玉詔司）交流会に参加したみなさん

シンポジウムを手伝ってくれた日本大学の学生交流会で挨拶する本田光広調整官
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シンポジウム

基調講演：日本におけるアイスクリームの歩み 
－ 揺籃期から第二次世界大戦まで －

細　野　明　義
信州大学名誉教授

Ⅰ．アイスクリーム興隆の下支えとなった食
用氷

1）『日本書紀』に記された闘鶏氷室説話
天然氷を氷室に貯蔵し、夏季になってその氷を利用す

る習慣は日本でも古い時代から行われていた。日本に伝
存する最古の正史で神代から持統天皇の時代までを扱い
養老4年（720）に完成したと伝えられる『日本書紀』
には氷室に関する記載（図-1）がある。図-1に示した
文章には、応神天皇の皇子である額田大中彦が闘鶏（つ
げ）で狩りをしたとき氷室を見つけたことが記されてお
り、その氷室に貯蔵しておいた天然氷を持ち帰り、酒を
冷やして冷酒とし、仁徳天皇に献上したところ天皇は大
変喜ばれたという内容である。
『日本書紀』におけるこの記載部分が実話であるか否

かの議論は別として『日本書紀』が編纂された時代に大
和国山辺郡都祁地方に氷室が存在したことは、長屋王邸
宅跡から出土した和銅5年（712）の日付が入った氷室
木簡によって確かめられる1）。

2 ）平安ならびに鎌倉時代の文学や日記に登場する削氷
夏の暑さを和らげるために氷室で蓄えていた氷を取り

出し、それを食用に供したり、他の食品を冷やす目的で

使用することが平安時代の雅な階級の人達の中でなされ
ていたようである。

まず、平安中期に紫式部が書いた『源氏物語』の「蜻
蛉」や「常夏」などには氷を食べる場面が登場する。ま
た、清少納言が書いた『枕草子』（本因本）の「あてな
るもの」の冒頭部分にもアマチャヅルから採取した甘い
樹液を削氷にかけて食べていた様子が記されている。さ
らに、平安時代後期に書かれた『栄花物語』の「みねの
月」には高松殿明子が娘の女御寛子の死に悲しさのあま
り数ヶ月間も放心状態に陥り、｢削り氷しか口に入らな
い｣ ことが記されている。

一方、鎌倉時代初期には公家で歌人である藤原定家が
治承4年（1180）から嘉禎元年（1235）までの56年間に
わたり克明に記した日記、『明月記』にも削氷が登場する。
元 久 元 年（1204）7 月 28 日 2） の 日 記 に 示 し た 文 節

（図-2）からわかるように、蓋の付いた銘器（櫃）の中
の破子（わりご）には瓜や酒が用意されていて、家隆朝
臣らと共に氷を削り、それを口に入れたり、削氷を酒に
入れて飲み、大いに盛り上がった様子が綴られている。

3 ）江戸時代に各地で見られた氷売
『北越雪譜』は江戸時代後期（天保8年、1836）の越

後国（新潟県）魚沼地域における雪国の生活を活写した
書籍で、雪国に生きる熊や鮭の生態や越後縮といった越
後の伝統産業や雪の中の怪奇現象、さらには春夏秋冬に
分けてこの地域に住む人達の風俗習慣や生活などを随筆
風に書いたものである。著者は鈴木牧之（すずき ぼくし）
である。『北越雪譜』に掲載されている多くの挿絵は京

図-1　『日本書記』における氷室につ
いての記載 図-2　『明月記』（元久元年7月28日）に記されている氷に関する記載

廿

ハ

日

天

請

早
旦
参
殿
下
。
御
共
向
五
辻

新
御
所
。
御
覧
廻
｀
午
時
還

御
。
自
途
参
和
歌
所
、
如
昨

日
、
家
隆
朝
臣
参
会
。
大
理

被
取
寄
櫃
二
4
0
．
有
破
子
、

瓜
、
土
器
｀
酒
等
。
又
有
塞

氷
口
大
理
自
取
刀
被
削
氷
゜

入
興
之
甚
。
雖
納
涼
之
中
、

非
無
外
人
。
称
堪
能
削
之
。

以
白
布
巾
裏
氷
｀
左
手
1
0
之
。

皐
陶
之
職
頗
軽
勾
｀
各
饗
廂

食
之
今
日
終
夏
部
、
七
夕

歌
又
書
之
、
取
置
退
出
、
入

夜
参
春
宮
、
勤
陪
膳
゜

仁
臨
天
皇
（
六
十
二
年
）

額
田
大
中
彦
皇
子
｀
盪
子
闘
鶏
、
時
皇
子
自

山
上
望
之
｀
瞳
野
中
、
有
物
ヽ
其
形
如
寵
。

乃
遣
使
者
令
視
、
還
来
之
日
、
窟
也
。
因
喚

闘
鶏
稲
置
大
山
主
｀
問
之
日
「
有
其
野
中
者
、

何
審
芙
」
啓
之
日
「
氷
室
也
」
皇
子
日
「
其

葦
如
何
゜
亦
霙
用
焉
」
曰
「
掘
土
丈
餘
、
以

草
蓋
其
上
＂
敦
敷
茅
荻
、
取
氷
以
置
其
上

。

既
鰹
夏
月
而
不
沖
゜
其
用
之
、
即
堂
熱
月
、

漬
水
酒
以
用
也
」
皇
子
則
将
来
其
氷
、
猷
子

御
所
、
天
皇
歓
之
。
自
是
以
後
、
毎
蓄
季
冬
＿
‘

必
蔵
氷
、
至
子
春
分
｀
始
散
氷
也
。

村干り t ト← ； ］，r．;,;, }‘や, -,.f ・ヽ,~ ' 1 こ、．；， r鼻

か t
そ I ¢A • '― つ1_ ・- ・し 、暑f• • 、』•¢』

.. `  l・,」-
l ー~じf:・ ¥と,.ぶ, 

‘‘ l t『!.じ，；-，.ぐCl!'.• •,I 1 

y i.. ヽ— l’ー-:! ，~ヽ'比. t， • 
¥.,.'“'― ._パlr. , 

し・・ ー・
''"『｀ T • 

,,'.,t. h ':  ・. K’ ぢ • m 

トオ



酪農乳業史研究　第 15 号　2018.3

－ 6 －

水百鶴（岩瀬京水）が描いたもので、第二編巻一の中に
「削氷」と題する一文 3）があり、三国峠での氷屋の様子
が記されている。

一方、喜田川守貞が書いた『守貞漫稿』は江戸時代後期
の江戸・京都・大阪における人々の風俗や事物を説明した
一種の類書（百科事典）で、その中に「冷水賣」と呼ばれ
る職業についての記載がある。この本の起稿は天保8年

（1837）で、約30年間書き続けて全35巻（「前集」30巻、「後
集」5巻）をなした大著である。明治に入って、喜田川季
荘によって復刻作業がなされ、『類聚近世風俗志』（上、下）

（喜多川季荘著）の書名で、明治41年に東京の国学院大学
出版部から再出版されている。文字は活字に変更され、挿
絵は原本を模写したものでやや稚拙になっている。

4 ）幕末日本にやってきたボストン氷や天津氷
嘉永6年（1853）にアメリカからペリーが来航し、翌

年日米和親条約が、さらに安政5年（1858）には日米修
好通商条約が結ばれ、12箇条からなる日米和親条約が締
結、調印され、翌年横浜は国際貿易港として開港された。
開港後、まもなくわが国に様々な物資が輸入されること
になるが、特異なものとして氷があった。当初氷は横浜
に居留する外国人の飲料品や食肉保存用としてまた外国
人医師が治療用に利用するためのものであったが、『幕末・
明治の横浜』4）によると1864年には新装なった横浜ホテ
ルのレストランで氷が供されていたということである。

ところで、この氷は1805年、アメリカの実業家 フレ
デリック チュドール（Frederic Tudor）が米国ニュー
イングランド地方の河川や湖沼で採取された天然氷を切
り出し、国内外に販売したのが始まりである。米国内外

ヘの積み出し地であるボストンの名前をとつて「ボスト
ン氷」と総称されている。このボストン氷は、ボストン
から大西洋を南下し喜望峰、インド洋を経て横浜までの
約15,000kmを半年以上かけて航海輸送された。そのた
めに目減りが激しく氷の価格は非常に高価であったとい
う。横浜の居留地で氷販売に当たっていたのがボストン
商会で外国居留商人が市場を独占して多額の利益を得て
いたと記している5）。

一方、高価なボストン氷に目をつけ、一策を講じたの
がアメリカの興行師リチャード リズレー（Richard 
Risley）である。リズレーが曲馬団を率いて来日したの
が元治元年（1864）3月であったが、そのまま住みつい
て様々な事業を手掛けている。氷業もその一つであった。
リズレーは慶応元年（1865）に天津から氷を輸入し、今
の横浜中華街あたりでアイスクリーム・サロンを開いた
のが最初とされている4）。彼が“The Japan Herald”紙（慶
応元年6月3日号）に出した広告を図-3に示した。

5 ）近代氷事業のパオイオニア中川嘉兵衛
レズリーが天津氷を売り出した頃、国産の天然氷に目

をつけ、それを売ろうとした日本人がいた。後に近代氷
事業のパイオニアとして名を残した中川嘉兵衛である。
彼は初代英国公使のもとでコック見習いとして働くうち
に、西洋の食文化の普及、流行を予感していたようであ
る。嘉兵衛はヘボン式ローマ字の創設者で医師のヘボン
博士に会い、食品衛生における氷の有益性を教示されて、
氷のニーズが将来的に高まることを予想し、天然氷の製
氷事業にも着手していった。彼は文久元年（1861）に富
士山麓で試みたものの失敗に終わった。それに懲りず有

図-3　The Japan Herald 紙
（June 3, 1865）に掲載された 
天津氷の広告（実線囲み部分）

図-4　中川嘉兵衛と 東京日日新聞（明治5年５月7日）に出した
横浜氷会社の広告
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望地を求めて諏訪湖、榛名湖さらには岩手県や青森県に
採氷の地を求めたがいずれも失敗の連続であった。つい
に北海道へ渡り、上磯の有川（現・北斗市）で氷事業を
手掛けるが、ここでも失敗している。苦節9年、明治2
年に五稜郭を視察して有望と判断し、明治3年に開拓使
より函館の五稜郭の濠1万7,000坪、7年間の使用権を獲
得、翌明治4年に結氷670トンを切り出し「函館氷」と
して商品化に成功し、仲間と共に氷室会社（横浜氷会社）
を興した。明治5年5月7日の東京日日新聞には氷室会
社の広告（図-4）を掲載している。

嘉兵衛らによる国産天然氷事業の成功は彼らの氷室会
社の販路を全国に広げていったばかりでなく、日本各地
に氷事業の起業家を生むきっかけをつくり、全国各地に
氷会社が誕生した。その中で「東の中川」に比肩する実
業家として、「西の氷王」と云われた京都の山田啓助が
挙げられる。山田啓助は明治12年に神戸で氷の販売を
開始し、翌年には函館で300トンの天然氷を買い付け、
船で神戸へ輸送し、彼が本店を構えた京都までは鉄道で
送氷した。以後2、3年は函館から年間500 ～ 600トンの
天然氷を仕入れ、「西の氷王」の座を築いていった。
図-5は山田啓助の会社である龍紋氷室が出した函館氷
の広告である。

6 ）南橋散史や箕作秋萍が詠んだ氷屋
江戸時代に流行した狂詩は平仄と韻を踏んでいる点で

漢詩と同じであるが、滑稽・洒脱を主として仕立てたも
ので漢詩とは異にしている。当時知識人の間に広ま
っていた文人趣味を背景としており、狂詩に長けた
文人が世に出た。南橋散史もその一人で、天保2年

（1831）筑後の国（現 福岡県）に生まれて、明治5
年に上京し、成島柳北の「花月新誌」に狂詩を発表
するかたわら雑誌、新聞の記者を勤めた。図-6に
示した氷屋を詠んだ狂詩は、≪十ニ月の雪は玉をな
し、鮮やかに白く輝いている。北の山河より多く運
ばれて来る。都ではこの頃熱中病があり、日を追っ
て氷が多く売られるのも不思議ではない。≫という

意味になる。明治8年に刊行された『明治の光』に掲載
されたものである6）。

また、箕作秋萍（みつくり しゅうへい）は文政8年
（1826）、備中国（現・岡山県）の生まれで、日本初の本
格的私立法律・経済学校である専修学校（現 専修大学）
の開設に尽力したことでも知られている。明治19年肺
炎のため死去したが、死去する数年前から当時の文芸雑
誌「花月新誌」（朝野新聞社発行）に秋萍居士の名で連
載していた「小西湖佳話」と題する随筆、≪晩歩月色≫
の一章があり（明治14年4月27日発行）7）、上野広小路
の夜店（氷屋）の賑わいについて次のように綴っている。
≪簷頭高掲函館氷之三字。彩燈映射。聲々喚氷（伐氷之

家。冬多賣牛豚）行客蟻集就榻。鑿氷冲々。霜糖堆盤。≫

7 ）人造氷（機械氷）の登場
上述したように天然氷の国産化を成功に導いた最大の

功労者は中川嘉兵衛であったが、明治の初期に人造氷（機
械氷）に着目し、ビジネスとして成功させた人物がいた。
その人物は岸田吟香（1833-1905）である。吟香は十七
歳の頃岡山から江戸に出て、幕府の昌平黌（東京大学の
前身）で学んだ。社会人になって新聞記者、実業家、教
育家として活躍した吟香は明治2年に中川嘉兵衛と共に
人造氷の製造・販売を始め、明治4年横浜氷室商会を起
こし巨利を得た。元来眼を患っておりその治療に行った
縁でJ．ヘボンと知り合い、明治8年に銀座に楽善堂薬
舗（図-7）8）を開いてヘボンから直伝で習った目薬「精

図-5　龍紋氷室が出した「函館氷」の広告

図-6　南橋散史の狂詩

図-7　岸田吟香（1833-1905）と楽善堂（堂版画）
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錡水」を製造販売し、中国各地へも支店を開設している。
明治の初期における人造氷製造のもう一つの逸話9）が

石井研堂が著した『明治事物起源』に記されている。こ
の本によると、明治3年5月に福澤諭吉が熱病にかかっ
た時、弟子達が元越前藩主で、幕末には15代将軍の後
見職であった松平春嶽が持参していた製氷機を借りて、
氷をつくり、諭吉を助けたことが綴られている。

8 ）天然氷の衰退と人造氷の隆盛
中川嘉兵衛の函館氷販売事業の大成功を嚆矢に全国的

に広がった天然氷の採氷と販売は約20年間にわたり続
いた。しかし、その天然氷も明治20年頃をピークにし
て徐々に販売が鈍り始めてきた。その理由は冷凍機と機
械製氷が台頭し始めたからである。明治30年頃には天
然氷はもはや人造氷の敵ではなくなった。

河瀬蘚北が著した『現代之人物観 無遠慮に申上
候』10）や東京市京橋区役所が編纂した『京橋區史』11）

には、これまでの天然氷を扱う事業所が次々と合併し、
日本の機械氷製造事業所がつくられていく過程が綴られ
ている。とりわけ、青山製氷所出身の和合英太郎が成し
遂げた機械氷製造事業は高く評価される。彼が明治40年
頃から昭和8年に病気で社長を辞任するまでに合併した
会社の数は80、出資した会社の数は60に及び、今日の（株）
ニチレイへと導いた功績は偉大で、中川嘉兵衛と並び我
国における氷事業に多大な貢献をした人であった。

9 ）食用氷の衛生に関する法令
函館氷に象徴されるように、「氷業は儲かる」とする

評判が広がり、氷販売業者や氷水店が全国的に急増し、
また粗悪氷による悪評も新聞紙上を賑わすようになった。
こうした状況に対処して内務省は明治11年12月4日付
けで「氷製造人並販賣人取締規則」を公布し、氷販売に
衛生検査を導入した。この法規には「卸小賣ノ店頭ニ何
地製造ノ氷ト大書シタル看板ヲ掲ケ行商ハ荷ヒ（桶箱）
等ニ表出スヘシ」とあり、「産地表示」を義務付けている。
つまり、検査に合格した氷には「官許」
の字の下に「氷」と産地を染め抜いた「官
許氷 函館」といった風な氷旗を掲げる
ことを義務付けたものである。現代の氷
販売店名入り氷旗はこの法規の名残で
ある。

さらに、明治33年には内務省令とし
て「氷雪営業取締規則」が公布され、食
用の氷雪の衛生上の取締が行われた。

Ⅱ．アイスクリームの興隆

1）日本の侍がアメリカで実見したアイスクリーム
上述したように、安政5年（1858）に日米修好通商条

約が締結され、その批准のために日本の侍達七十余名が
アメリカの軍艦ポウハタン号と咸臨丸に乗船してアメリ
カに渡り、ワシントンやカリフォルニアなどで歓待され
たことが伝えられている。彼らが遺した日記には様々な
乳製品との出会と感動が記されており、中でもアイスク
リームとの出会いは一行の侍達を驚かせた逸品であった
ようだ。

勘定組頭であった森田岡太郎清行 12）が著した『亜行
日記』がある。彼はその中でアイスクリームを初めて見
た時の印象を≪氷製の菓子ハ氷ヲ打砕キ臼ニテ搗キ色ヲ
染ムル由、形状婦人の姿又ハ宝袋又者日本ノ薄皮モチの如
ク丸ク拵ヘ、猶氷中ニ入レ暫時ニ堅メ製スル由・・・≫の
ように記している。

また、正使新見豊前守正興の従者として同道した柳川
兼三郎當晴は『渡航日記』13）を遺し、その中で≪又珍
しきもの有。氷を色々に染め物の形を作。是を出ず。味
は至て甘く、口中に入るとたちまち解けて誠に美味なり。
是をアイスクリンと云。是を製するには氷のごとくにな
ると云。尤も右の氷をとかしたる時、生玉子を入れされ
ば再び氷ふらすと云。・・・≫と記している。

当時の日本人にとってアイスクリームとの出会いがど
れ程感動的であったか窺える。

2 ）アイスクリーム サロンの開業
齊藤の記載 4）によると、先述のアメリカの曲芸師 リ

チャード リズレーは氷室を横浜の堀川に面する場所に
置き、本村通り102番地（現 中華街の天長門のあたり）
にはリズレーの経営するロイヤル・オリンピック劇場が
あり、海兵隊用の酒屋が附属していたが、それを廃止し
てアイスクリーム サロンを設けたことが記されている。
図-8はリズレーが“The Japan Herald”紙に出したアイ

図-8　The Japan Herald 紙（June 3, 1865）に掲載された 
アイスクリームサロンの広告
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スクリーム サロンの開業の予告を出し、アイスクリー
ムの注文を受け付ける旨を報じている。

なお、この“The Japan Herald”紙は1861年11月23日に、
イギリス人ハンサードが創刊した週刊紙であり、1863
年10月26日からは広告主体の日刊紙The Daily Japan 
Herald（日本最初の日刊新聞）を発行するようになった。

3 ）日本で初めてアイスクリームを製造・販売した町田
房蔵

日本で初めてアイスクリームをつくったとされている
町田房蔵の出自については謎の部分が多い。一般には町
田房蔵は勝海舟の従者として咸臨丸に乗り、そのときに
アイスクリームの作り方を学んだとされている。しかし、
日米協会が刊行した『萬延元年第一遣米使節日記』14）

（1977）には遣米使節団の一行と随員の名簿一覧が掲載
されているが、勝麟太郎の従者某となっているだけで、
これが町田房蔵であるという確証にはならない。

町田房蔵が日本で初めてアイスクリームを製造、販売
したことについての信憑性が高い記録は太田久好が編纂
した『横浜沿革誌』15）とされている。この『横浜沿革誌』
には次のように記されている。
≪明治ニ年六月馬車道通常盤五丁目ニ於テ町田房造ナ
ルモノ氷水店ヲ開業ス當時ハ外國人稀ニ立寄氷又ハアイ
スクリームヲ飲用ス本邦人ハ之ヲ縦覧スルノミ店主為メ
ニ當初ノ目的ヲ失シ大ニ損耗ス尚翌三年四月伊勢山皇大
神宮大祭ニ際シ再ビ開業セシニ頗ル繁盛ヲ極メ因テ前年
ノ失敗ヲ恢復セリト爾来陸続来客アリテ恰モ専賣権ヲ得
タル如ク繁盛ヲ極メタリ之ヲ氷水店ノ嚆矢トス≫
『横浜沿革誌』を編纂した太田久好は神奈川奉行所に

勤務し、明治維新後はそのまま神奈川県の勧業課に勤務
した人である16）。

4 ）出島松造によるアイスクリームの製造
日本アイスクリーム協会が昭和62年に出版した『あ

いすくりうむ物語』には、「出島松造は万延元年（1860）
密航者としてアメリカに渡り、牧場で働きながら酪農を
学び帰国した。帰国後、農業試験場に勤務し、明治6年
7月に青山の農業試験場に明治天皇が行幸された時に、
茘支とアイスクリーム氷を奉るとういう記事が当時の新
聞に見られます。」16）と記されているが、アイスクリー
ムを実際に作り、明治天皇に献上した人が出島松造であ
ったかどうかははっきりしていない。なお、「当時の新聞」
とは「郵便報知新聞」（第97号、明治6年7月17日）の
ことであり、青山の農業試験場とは開拓使第一号官園の
ことである。

5 ）鹿鳴館の宴席で供されたアイスクリーム
明治新政府の最大の課題は、中央集権的な国家体制を

つくり、欧米に対しても対等な地位を築くことであった。
しかし、極端に低い日本の国際的地位に明治政府が危機
感を抱き、その危機意識はやがて欧化主義を生むことに
繋がっていった。欧化主義の象徴的なものが鹿鳴館で、
明治16年、外務卿であった井上馨の提唱で東京に建て
られた洋館である。当時首相であった伊藤博文をはじめ、
政府の高官、貴紳が夫人、令嬢を伴って訪れ、外国人を
招待し、華やかな宴会や舞踏会がしばしばこの鹿鳴館で
開催された。

当時、明治天皇の大膳職だった村上光保は、鹿鳴館に
おいてもその技術を遺憾なく発揮し、洋菓子一切の製造
を担当していた。彼が得意としたアイスクリームも、鹿
鳴館の宴に出されていた17）。村上光保は明治7年に東京
麹町に開新堂を開店し、我国における洋菓子店の草分け
として発展し、今日に至っている。

一方、フランス海軍大尉であったピエール・ロチ
（Pierre Loti）（図-9）は明治18年7月に日本を訪問した
際、明治天皇の誕生日の祝賀舞踏会（明治18年11月3日）
に招かれ、鹿鳴館を訪れている。その時の様子を含め彼
が日本にいた数ヶ月で得た体験や印象を見聞記としてま
とめたのが“Japonerie d’automne”（1889年）である。こ
の本には鹿鳴館での舞踊会の様子やその時饗しとして出
された食べ物の中にアイスクリームがあったことが記さ
れている。この本の翻訳本である『秋の日本』18）には
その部分を次のように記している。
≪・・・銀の食器
類や備えつけのナプ
キンなどで被われて
いる食卓の上には、
松露を添えた肉類、
コロッケ、鮭、サン
ドヰッチ、アイスク
リームなど、ありと
あらゆるものが、れ
っきとしたパリの舞
踏会のように豊富に
盛られている。・・・
≫

6 ）守田勘彌とアイスクリーム
江戸三座の一つとされる森田座は、万治3年（1660）

木挽町に開場し、安政5年（1858）守田座と改名、明治
5年猿若町から新富町に移って、明治8年新富座に改名し、
華々しい開場式を挙げている。『中央区年表』19）によると、

「開場式当日、太政大臣以下の大官、貴紳、外国使臣ら
を招待したのはまさに画期的なことだった」と記されて
いる。だが、開場して間もない明治9年11月に新富座は
火災で焼失してしまった。十二代座主であった守田勘彌

図-9　Pierre Loti （本名　Julien 
Viaud） （1850-1923）
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はそれに屈することなく再建に取り組み、明治11年6月
6日に新築された新富座の開場式を迎えるに至っている。

『中央区年史』20）の記載によると、その時の開場式は区
内の老人にとって忘れがたい程の大した景気であったよ
うでこの時来賓全部にアイスクリームをなめさせたとあ
る。さらに、同書には「この時代、氷が一般大衆の夏の
慰安物となっていたのに対し欧化主義ハイカラ連の間に
流行したものはアイスクリームであった。築地居留地を
有す区内が、銀座をひかえてこの欧化主義に追随したの
も当然のことである。」とも記されている。

さらに、明治12年7月、元アメリカ十八代大統領であ
ったグラント将軍（Ulysses Simpson Grant）が来朝し、
グラント将軍に対する東京府民有志の歓迎会が新富座で
開かれた際、守田勘彌は、横浜からアイスクリームを取
寄せて来客全員に饗したことがこの『氷菓漫筆』21）に
記載されている。

7 ）明治10年頃の東京でのアイスクリームの販売
銀座でアイスクリームが販売されるようになったのは

明治10年頃で、そのさきがけとなったのが函館屋であ
った20）。函館屋の店主である信大蔵は維新の際、幕府方
の榎本武揚に従い、函館の五稜郭の戦い（戊辰戦争）に
参加した幕臣の残党の一人である。

野口孝一の『明治の銀座職人話』22）には≪函館屋特
製のアイスクリームは有名で、四季を通じていつ行って
もあった。・・・≫と記している。ところが、石角春之
助が昭和12年に書いた『銀座秘録』23）には、≪・・・
處が、其のアイスクリームたるや頗る曖昧なもので、固
い氷が溶け切れないで、こつこつの儘玉になって残って
ゐたと云ふから、可なりインチキ性を発揮してゐたもの
だ。最も當時の大衆達は、それでもひどく珍しがって食
ったと云うから天下は泰平である。・・≫と記されており、
明治10年頃のアイスクリームがどのようなものであっ
たかが想像できる。

一方、東京両国では両国凮月堂がアイスクリームの販
売を始めている。凮月堂総本店から最初に暖簾を分け与
えられたのが当時の番頭であった米津松造で、明治5年
に両国の若松町へ出店したのが凬月堂米津本店（両国凬
月堂）である7）。明治11年7月24日の読賣新聞に両国凬
月堂は米津松造の名前入りでアイスクリームの広告

（図-10）を出している。

8 ）モダーンさを演出したアイスクリーム
明治30年を過ぎると東京ではアイスクリームを提供

する喫茶店やレストランが続出した。中でも資生堂のア
イスクリームは有名で、時代の先端を象徴するファッシ
ョンフードとなった。資生堂を創設した福原有信は明治
5年に調剤薬局を銀座に開き、明治30年には化粧品を発
売した。明治33年の欧米視察から帰国後に、息子の信
三と共にアメリカのドラッグストアを模して設け、当時
の日本ではまだ珍しかったアイスクリームやソーダ水を
供し、人気を博したことが戸矢里衣奈の著書『銀座と資
生堂』に記されている24）。

また、東京都中央区役所編：『中央区史 下巻』20）の
記載によると、資生堂と並んで富士屋や新橋美人（シン
バシ ビュウーティー）といった店のアイスクリームは
特に銀座マンに人気があり、明治後期、大正、昭和初期
にかけてまさにモダーンさを演出するファッションフー
ドであった。

9 ）村井玄斎の『食道楽』とGeorges Bigot：が描いた
アイスクリーム

明治から大正にかけて著述家として活躍した村井玄斎
（1864-1927）は料理小説という珍しいジャンルを切り開
いた人でもあり、彼の著した『食道楽』25）は代表的な作
品である。初版は明治36年であるが、30版を重ねる程
の売れ行きを示した。「秋」の巻にはアイスクリームの
作り方が記されているが、原料（表-1）をみる限り、
乳成分が極度に少なく、製造学的にみて出来あがったア

イスクリームのボデイーはかなり脆い
（crumbly）ものであることが予想される。

コンデンスミルク・・・・大匙 2杯
卵・・・・・・・・・・・ 2ケ
砂糖・・・・・・・・・・大匙 2杯
玉蜀黍粉・・・ ・・・・・小匙 2杯
塩・・・・・・・・・・・少々
水・・・・・・・・・・・ 2合

表-1　村井玄斎：『食道楽』に記されている 
アイスクリーム之原料

図-10　凮月堂の新聞広告

塾

腑賣新聞（明治11年7月24日）

（稟京大学近代日本法政史闊センター所蘊）
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一方、ジョルジュ・フェルディナン・ビゴー（Georges 
Ferdinand Bigot, 1860-1927）は、フランス生まれの画
家で、また漫画家でもあった。明治15年、21歳のとき
に来日し、17年間にわたって日本で活動し、当時の日
本の世相を伝える多くの風刺画を残したことで知られる。
図-11に示した絵は彼が明治24年に出した画集『東京藝
者の一日』（La journée d'une guesha à Tokio）26）の中の
一つである。この図は芸者が縁台に座って解けたアイス
クリームを啜ったことを伺わせる絵であり、その絵の下
にフランス語で“Buvezcette ice ream elle est fondue”

（このアイスクリームをお飲みなさい。解けています）
と書かれている。この絵からもボディーの脆弱さが窺え
る。

10）アイスクリームは高利貸？
アイスクリームが日本で作られるようになった明治の

初め頃は、アイスクリームのことを氷菓子と言った。つ
まり、「氷菓子」は「高利貸」の隠語となり、「高利貸」
のことを「アイス」と呼ぶことが庶民の中で流行ったこ
とを前出の柴田宵曲は『氷菓漫筆』の中に書いている21）。

明治時代の小説家、評論家として知られる齊藤緑雨
（1868-1904）が明治31年に書いた『あられ酒』の中に
次の文章27）がある。
≪・・・やりくりにてとも角も送れる人の妻の、アイ
スクリームといふは、たゞ高利貸の異名とのみおぼえ居
りぬ。知合のもとに行きたる折、夏は馳走もなし。アイ
スクリームなりともと言はれたるにハタと憤りて、あな
た嘲弄なすってはいけません。・・・≫なんとも切ない
話である。

Ⅲ．戦後のアイスクリームの興隆に向けて

1）アイスクリーム製造の工業化の始まり
我国におけるアイスクリーム製造の工業化を最初に成

し遂げたのが、富士食料品工業株式会社（森永乳業 グ
ループ）であり、大正9年のことである 28）。米国製アイ
スクリームフリーザーを導入し、工業的にアイスクリー
ムを東京深川で製造開始したのが始まりである。次いで、
大正10年には極東煉乳三島工場がアメリカから輸入し
たウイザートパストライザーとCP社のフォート・アキ
ンソン横型ブライン・フリーザーを据えつけてアイスク
リームを製造し、製品は東京の三越の食堂や高級飲食店
で販売した29）。

大正10年には、札幌の自助園農場（現 雪印メグミルク）
で自助園アイスクリームを製造、販売している。特に、「自
助園三色ブリックアイスクリーム」という“チョコレー
ト・ストロベリー・レモン”三色三味の製品は、日本で
はじめての販売で、全国に名声を博している30）。

大正13年には志方農芸科学研究所がアラスカ・アイ
スクリームを製造し、主に京阪神地方で販売した。同じ
年に明治製菓が東京の両国に専門工場をつくり、アイス
クリームを製造、販売を開始した29）。

また、昭和3年、北海道製酪販売組合連合会（現 雪
印メグミルク）がアイスクリームの製造を本格的に乗り
出し、昭和8年に大阪梅田で専門工場をつくり、製造、
販売している30）。

2 ）溶けにくいアイスクリーム製造への挑戦
明治期と大正期につくられていたアイスクリームの多

くは西洋料理のコックが聞き伝えでつくっており、原料
には牛乳を基礎として鶏卵が使われていた。大正期に北
海道大学で乳製品製造学を学び、その後アメリカで乳業
について学んだ沖本佐一は帰国後、極東煉乳に迎えられ、
アイスクリームの製造を手掛け、軌道に乗せることに成
功している。沖本佐一の回顧録29）によると、その頃（昭
和初期）、鶏卵をアイスクリームの製造に使うことは当
たり前とされ、使わなければより良いアイスクリームは
出来ないとする人達が大勢いたということである。加え
て、沖本は乳固形分の少ない当時のアイスクリームは保
形性が悪く、すぐに溶けてしまうというのがいわば常識
化しているとき、乳固形分と乳脂肪分を高くしてブリッ
ク・アイスクリームのようにきちんと立法体に仕上がっ
ている解けにくいアイスクリームは当時大変珍しがられ
たと記している。沖本らによる解けにくいアイスクリー
ムの製品化の成功はアイスクリームそのものの販路を広
げることに繋がり、極東煉乳の工場があった静岡県三島
町（現 三島市）に近い国鉄（当時）沼津駅において全
国で初めてアイスクリームの駅売りを可能にさせた。

図-11　Georges Bigot（左）と画集『東京藝者の一日』 
（右）の中の解けたアイスクリームを啜る絵

／ 
ミニ

Georges知t
(1860-1927) 

4ー94 - --上・..,.←
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3 ）初期のアイスクリームに関する専門書（和書）
明治、大正、昭和初期を通じて我国で刊行された牛乳

乳製品に関する学術専門書は数多くあるが、アイスクリ
ームが記載された我国最初の学術専門書は、東京帝国大
学の津野慶太郎教授（獣医学）が著した『現代之乳業』（大
正7年）（図-12）である。この本は津野教授の東京帝国
大学での講義稿本を収録したもので、第3篇にアイスク
リームの項があり、アイスクリームの沿革、種類、製造
法が記されている31）。また、同教授は、大正10年に『家
庭向牛乳料理書』と題する料理書（図-12）を出版して
いる。本書は国民の生活改善と糧食問題の解決の為に牛
乳・乳製品が各家庭で消費されることを奨めた啓発書で
今見ても興味深い内容になっており、家庭で出来るアイ
スクリームの造り方が記されている32）。

大正7年には沖本佐一による『アイスクリーム 附ソ
ーダ、ファファテン、ドリンクス』（図-13）が刊行さ
れている。本書はアイスクリームを題名にしたアイスク
リーム単独の我国で最初の専門学術書である。

4 ）法規の整備

戦後、牛乳・乳製品の自由販売が復活してアイスクリ
ームも漸く日の目をみることになったものの当時店先で
売られていたアイスクリームは品質面でも衛生面でも玉
石混交の状態であった。そうした中、昭和25年に厚生
省（現 厚生労働省）により「乳及び乳製品の成分規格
等に関する省令」（「乳等省令」）が制定公布され、アイ
スクリームの規格が初めて法律で規定された。同省令は
従来食品衛生法施行規則の告示に示された牛乳・乳製品
に関する各種の規定を一本にしたもので、アイスクリー
ムは乳製品に含めて、一括冷凍乳菓としたものであった。
その後、「乳等省令」に規定されたアイスクリーム類に
関する成分規格はこれまでの商習慣や流通慣習と合わな
い部分があり、何度も改正を余議なくされ、「乳等省令」
が初めて施行された昭和26年から約20年が経過した昭
和46年になってやっと今日の内容に落ち着いた。

表-2にアイスクリーム類に関する現行の「乳等省令」、
「食品衛生法」（昭和22年法律第233号）による成分規格
を示した。また、昭和50年には「アイスクリーム類及
び氷菓の表示に関する公正競争規約」と「公正競争規約
施行規則」が公正取引委員会により受理され、今日に至
っている。

図-12　アイスクリームについて記した津野慶太郎の著書

図-13　沖本佐一著：『アイスクリーム  附　ソーダ・ファウンテン・ドリンクス』 
（明文堂、昭和５年）

表-2　アイスクリームの成分規格に関する法令

アイスクリーム 15.0%以上 8.0%以上 10万以下 陰性

アイスミルク 10.0%以上 3.0%以上 5万以下 陰性

ラクトアイス 3.0%以上 ━ 5万以下 陰性

種 類 乳固形分 うち乳脂肪 総菌数 大腸菌群

氷 菓 3.0%以下 ━ 1万以下 陰性

乳等省令 （アイスクリーム類）

食品衛生法 （一般食品）
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付記

日本で初めてアイスクリームが製造されたことに関し
て『横浜沿革誌』（文献15）は正史とされており、そこ
には「町田房造」と記されているが、2016年に一般社
団法人日本アイスクリーム協会が編纂した『アイスクリ
ームのあゆみ』には町田房蔵と記されることから、本稿
では後者に倣い「町田房蔵」と記すことにした。
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シンポジウム

はじめに

日本アイスクリーム協会は、創立20周年及び30周年
にそれぞれ記念誌「あいすくりーむ物語」、「アイスクリ
ーム図鑑」を発刊し、その時代を反映したアイスクリー
ムの魅力を記録・発信している。昨年、平成28年（2016）
は協会創立50周年であり、協会は記念誌「アイスクリ
ームのあゆみ」を制作した。筆者は元専務理事としてこ
の記念誌の編纂に携わった。

記念誌は「日本アイスクリーム史」、「会員企業の歴史」、
「写真で見るなつかしのアイスクリーム」からなり、ア
イスクリーム産業の歴史を中心に構成されている。今回
のシンポジウムの講演「戦後のアイスクリーム産業史」
は、この記念誌を参考にアイスクリーム協会の設立経緯
や品質基準の変遷に焦点を当て、これらがアイスクリー
ム産業の発展の礎になったことを述べた。

Ⅰ．日本のアイスクリーム市場

日本アイスクリーム協会が毎年発表している販売統計
（図1）によると、平成28年（2016）のメーカー生産金
額は4,939億円となっているが、その成長の軌跡は少し

変わっている。統計が始まった昭和41年（1966）から
4,000億円の大台に乗せた平成6年（1994）まではほぼ
一直線に上昇し、その後、平成15年（2003）まで逆に
一直線に下降している。この9年間に市場はおよそ1,000
億円縮小したことになる。しかし、その後、平成16年

（2004）から平成28年までほぼ一貫して拡大し、5,000
億円目前の市場となっている。

関連する食品と比較するとアイスクリームは意外にも
大きな市場であることがわかる。日刊経済通信社の酒類
食品統計月報（2016年度）によると、アイスクリーム
市場は炭酸飲料（7,260億円）や茶系飲料（8,639億円）
には及ばないものの、同じ菓子系のチョコレート（3,750
億円）や乳製品である発酵乳（4,140億円）よりも大き
い（図2）。

Ⅱ．戦前のアイスクリーム業界

工業的なアイスクリームの生産は、大正9年（1920）
に冨士食料品工業が東京深川に工場を建設したことに始
まる。翌大正10年（1921）には、のちに明治乳業（現
在は明治製菓と経営統合して明治となっている）となる
極東練乳が、さらに明治製菓がその2年後の大正12年

講演1：戦後のアイスクリーム産業史 
“アイスクリーム協会50年史から”

和　氣　　　孝
元日本アイスクリーム協会専務理事	

Office WAKE　東京都豊島区東池袋1-47-3 小林ビル　〒170-0013

図 1　5,000億円目前のアイスクリーム市場
日本アイスクリーム協会は毎年、協会会員の生産金額と生産物量を集計し、公表している
生産金額ではアイスクリーム市場全体に占める会員の割合は約95％である

位円
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メーカー生序金額 1966~2016年

（日本アイスクリーム協会データ）
4,939 
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（1923）にアイスクリーム事業を始めている。
戦前のアイスクリーム市場を牽引したもう一つの乳業

会社は雪印である。大正12年に雪印乳業創立者の一人
である佐藤善七が自身の農場である「自助園牧場」でア
イスクリームを作っている。

1 ．乳業先進国に学ぶ
極東練乳でアイスクリームの製造を担当したのはアメ

リカでアイスクリームの製造を学んだ沖本佐一である。
沖本が作ったアイスクリームは現在とさほど変わらない
乳成分を多く含む本格的なもので、それまでの乳成分が
少なく、シャーベットに近いものとは雲泥の差があり、
従来のものに慣れていた庶民には受け入れてもらうのに
時間がかかったという。

明治製菓でアイスクリームの製造を担ったのは大正
12年（1923）にアメリカ留学から帰国した国生義夫で
ある。国生は留学中にアイスクリームの生産量や最新の
品質基準等、アメリカのアイスクリーム産業の実態をレ
ポートしている。当時のアメリカのアイスクリーム産業
のレベルの高さに驚かされる。

自助園牧場でアイスクリームの製造を担ったのは佐藤
善七の息子、佐藤貢である。大正12年にアメリカ留学
から帰国した佐藤は、学んできた乳業の知識を生かして
本格的なアメリカ式アイスクリーム「自助園アイスクリ
ーム」を作っている。自助園アイスクリームは雪印乳業
の前身である北海道製酪販売組合連合会（酪連）に引き
継がれ、酪連は昭和2年（1927）に、同様にアメリカで
アイスクリーム製造を学んできた藤本卓爾を迎え、昭和
3年（1928）から本格的な製造を始めている。

いずれも日本の乳業を発展させるべく、乳業先進国で
あるアメリカに留学し、乳業技術を学んだ若い技術者が
アイスクリームの工業生産を牽引した。

2 ．氷と塩からスタート
大正の末期、アメリカから帰国した若き技術者が日本

でアイスクリームを作り始めた頃は、フリーザーの冷却
に氷と塩で作ったブラインが使われていた。また、製品
を保管する冷却剤も氷と塩という原始的な方法であった。
昭和初期には販売用にも塩水（ブライン）を凍結して冷
却剤として使用する方法が採られていた。

冷却のためにドライアイスが使われるようになったの
は昭和初期の頃である。昭和4年（1929）にドライアイ
スが作られるようになり、アイスクリームの保存能力を
飛躍的に向上させた。

昭和15年（1940）頃には大型魔法瓶が登場し、ドラ
イアイスと併用することでさらに保存能力を向上させ、
アイスクリームの市場を一気に拡大させたと言われてい
る。当初、値段も高く、贅沢な食べ物であったアイスク
リームも次第に庶民の手に届くようになっていった。

図3は当時の商品である。ブリックアイスはバターの
ような長方形の紙箱に入ったアイスクリームでデパート
やレストランで売られていた。昭和に入ると充填機によ
るカップ入りのアイスクリームも作られるようになった。
「スマックアイス」は昭和6年（1931）に東京スマッ

ク商会が発売したもので、アメリカのスマック・コーポ
レーションの商品をライセンス生産したものである。チ
ョコレートでコーチングした棒状のバニラアイスを銀紙
で包んだ斬新さが受けて、絶大な人気を博した。

当時は現在のように冷凍車で全国に製品を配送できる
状況ではなかった。需要が拡大するに伴い、メーカーは
全国主要都市に工場を新設していった。また、日本のア
ジア進出に伴い、中国や台湾でも生産を行っている。し
かし、日中戦争が始まるとともに物資が不足し始め、太
平洋戦争が始まって製造を中止せざるを得なくなった。

Ⅲ．戦後復活したアイスクリーム産業

戦後、いち早く出回ったのはアイスキャンディであっ
た。中身は水とサッカリンなどの甘味料、それに香料と
着色料を入れただけのものである。自転車の荷台に乗せ

出典：日刊経済通信社酒類食品統計月報
図 2　関連食品の市場規模（2016年度）

図 3　昭和初期の商品
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た木製の保冷箱に入れ、鈴を鳴らしながら公園などで売
られていた（図4）。劣悪な製造環境がゆえに不衛生な
ものが出回ることもあり、食中毒が発生すると真っ先に
アイスキャンディが疑われたという逸話も残っている。

1 ．メーカーの市場参入と大量生産
戦前、大手乳業会社の明治、雪印が中心であった業界

に多くの乳業メーカーや菓子メーカーが参入していく。
乳業メーカーは自社生産した練乳消費のために、菓子メ
ーカーは夏場の売上減少対策や事業多角化のために、そ
れぞれ参入目的は違ってもその後のアイスクリーム産業
発展の核となっていった。

昭和25年（1950）に乳製品が、昭和27年（1952）に
は砂糖の価格統制が廃止され、現在のアイスクリーム業
界を支える有力メーカーが市場に参入していく。日本ア
イスクリーム協会の主要会員である個人会員会社13社
の中で、明治、雪印（現ロッテ）を除く11社のうち9社
が昭和25年から昭和38年（1963）に参入している（図5）。

昭和30年（1955）に市場参入した協同乳業は日本で
最初の自動充填・成型機「アイスバーマシン」をデンマ
ークから輸入し、毎時3,500本というスピードでバーア
イスの大量生産を始めた（図6）。大量生産によるコス
トダウンでアイスクリームの大衆化を果たし、戦後のア
イスクリーム業界発展に大きく貢献した。ちなみに、こ

の商品は昭和35年（1960）に「ホームランバー」と名
前を変え、当たりくじ付きのアイスクリームとして一世
を風靡している。

2 ．販売過当競争はじまる
多くのメーカーが市場に参入し、市場は著しく発展し

た。販売ケースを増やせば増やすほど売上が伸びたと言
われた時代である。当初、販売ケースには大型の魔法瓶
が使われ、メーカーが自社のブランドを付けて無償で貸
し出す方式を導入したため、一気に普及した（図7）。
昭和30年（1955）頃には電気式の冷凍ショーケースが
開発され、魔法瓶に取って代わっていった。

昭和30年代後半には生産メーカーの数が1万を超え、
生産量も40万キロリットルと現在の半分近くに上って
いたという。しかし、その後は成長が鈍化し、過当競争
の時代に入っていく。当時は10円商品が中心であった。
メーカーは急激な消費に追いつくために安物をどんどん
作り、品質が疎かになっていた。アイスクリームは夏が
主流のため、水商売として考えがちとなり、目先を変え
たごまかしの商品対応が多かったとも言われている。安
かろう、悪かろうといった商品が成長の足かせ（ブレー
キ）となっていったのである。

1950年頃　　　出典：朝日新聞
図 4　いち早く復活したアイスキャンディー売り 昭和32年（1957）頃　協同乳業

図 6　バーアイスの生産風景

図 7　メーカーの名前が付けられた販売ケース
（魔法瓶製、右側は2連結型　1950年代）

図 5　戦後市場参入したアイスクリームメーカー 
（生産開始年）

1950年→

森永乳業（1950)

⑥ フタパ食品(1951)
；，江崎グリコ(1953)
．`協同乳業（1955)

1960年一

森永製菓(J956)

R丸永製菓（1960)
而 赤城乳業（1961)

井村屋製菓（1963)

① オハヨー乳業(196,3)
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Ⅳ．業界の団結

1．当時の業界団体
当時は事業規模に分かれて3つの業界団体があった。
最も大きな団体は大手メーカーを中心とするアイスク

リーム協会である。昭和24年（1949）に設立された東
京アイスクリーム協会をはじめ、全国6地区に地区アイ
スクリーム協会が存在していた。昭和26年（1951）に
全国組織として「日本アイスクリーム協会連合会」が結
成され、積極的に品質改善やPR・消費拡大事業を行っ
ていた。

もう一つは昭和36年（1961）に発足した中規模事業
者（冷凍能力30馬力以上）を主体とする「日本アイス
クリーム協同組合」である。冷凍能力を30馬力以上と
したのは、連合会や協同組合に属さない小メーカーの全
国団体である「全国冷菓アイスクリーム協同組合連合会」
との摩擦を避けるためであった。組合の主な活動は当時
不足が著しい脱脂粉乳を共同購入することで、品質向上
やPR・消費拡大については協会連合会に協力していく
としていた。

2 ．アイスクリーム協会設立
昭和41年（1966）4月30日に厚生大臣に提出された

日本アイスクリーム協会設立趣意書の内容を要約すると
以下のとおりである。

・業界は順調に発展してきたが一人当たりの消費量
は欧米に比べ少ない

・品質における信用度は満足すべき状態ではない
・国連による国際的品質規格制定の動きがある
・原材料、賃金コスト及び経費の上昇、夏冬の季節格

差など業界が一丸となって解決すべき問題は多い
・今後の成長、さらに国際的要請に応えるために業界

がまとまる必要がある
東京オリンピックの開催（1959年に開催決定）を控え、

連合会は良い品でなければ売れない時代がきたとの判断
から、成分規格を欧米並み（アイスクリームは乳脂肪8％）
に改定するよう行政に要請していた。当時は、現在のよ
うに含まれる乳成分の量により分類された成分規格はな
く、何でもアイスクリームとして売られていた時代であ
る。規格改定を機に品質・衛生の向上を図るとともに質
の高いアイスクリームを普及させ、当時、10円商品が
主流であったものを最低20円に引き上げることを志向
したのである。

これに対して中小メーカーは猛反対した。この頃、生
乳生産が伸び悩み、脱脂粉乳が不足、価格も高騰し、経
営が厳しくなっていた。倒産の危機もあった中小メーカ
ーは行政に対して原料の確保と中小メーカーに配慮した
品質基準を強く要望した。

アイスクリームの国際的な品質規格制定の動きは国内
の規格改定を加速した。これは昭和37年（1962）に始
まった国際酪農連盟による国際成分規格制定に関するも
ので、昭和56年（1981）にコーデックス規格案として
採択されたものの、最終的に「アイスクリームは国際貿
易上重要ではなく、国際規格は必要ない」という理由で
否決されている。

昭和39年（1964）、オリンピック開催の年にアイスク
リームの成分規格が改正された。中小メーカーに配慮す
る形で乳脂肪3％以上を含むものをアイスクリームとし、
新たに成分表示が義務付けられることとなった。

このような経緯の中で業界が一丸となって品質向上を
図り、さらなる発展を目指そうという機運は熟していっ
た。そして、昭和40年（1965）に連合会は早期に協会
を設立することを決定し、翌昭和41年（1966）7月2日
に「社団法人日本アイスクリーム協会」が設立された。

Ⅴ．品質規格の変遷

アイスクリームの品質規格は紆余曲折を経て現在の基
準に至っている（図8）。戦後復活したアイスクリーム
産業が黎明期を迎えた昭和40年代、法令により規格基
準の整理がなされ、表示ルールが作られたことはアイス
クリーム産業の発展に大きく貢献したと言える。

1 ．最初の成分規格
アイスクリームの品質規格は、昭和25年（1950）5月

に食品衛生法により「氷菓子についての成分規格、製造
基準及び保存基準」が制定されたことに始まる。その内
容は細菌数を規定した簡単なもので、現在のような乳成
分の含有量による分類はなかった。その後、同年10月、
今に言うアイスクリーム類は冷凍乳菓と規定され、乳成
分に基づきアイスクリーム、アイスミルク、ミルクシャ
ーベットに分類された（図9）。この基準はGHQの強い
要望によりアメリカの規格に倣って作られたと言われ、
昭和46年（1971）に制定された現在の規格内容とほぼ

図8　法令による品質規格の変遷

昭和25年(1950)5月 氷菓子の成分規格、襲造基準、保存基準を制定

10月 冷凍乳菓（アイスクリーム、アイスミルク、ミルクシャーベット）

の規格基準制定（進駐軍の強い要望によると言われている）

昭和26年(1951)1月 上記規格基準廃止

昭和27年(1952) 氷菓子を冷凍乳菓と氷菓子に分け、再定纏

昭和31年(1956) 氷菓子を氷菓に改め、 冷凍乳菓を乳脂肪分3％以上と定義

昭和34年(1959) 乳成分3％以上をアイスクリームとして乳等省令で規定

それ以外は食品、添加物等の規格基準で規定

昭和39年(1964) アイスクリームを乳脂肪分3％以上とし、 成分表示纏務付け

昭和41年c1966) I日本アイスクリーム協会設立 1

昭和44年(1969) アイスクリーム協会が自主規格制定

昭和46年(1971) アイスクリームをアイスクリーム、アイスミルク、ラクトアイス

に分類、成分規格、表示方法を規定、さらに乳固形分3%

未灌のものを氷菓に変更（現在の体系が完成）

昭和51年(1975) |アイスクリーム類及び氷菓公正取引協議会設立1
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同等である。GHQのアイスクリームに対するこだわり
が強く反映しているように思える。しかし、この規格基
準は当時の日本では高すぎる水準であり、実現性に欠け
るとして翌年1月に廃止された。

昭和34年（1959）には乳等に関する食品を一つの法
律まとめる必要性から、乳成分を3％以上含むものをア
イスクリームとして「乳等省令」で規定し、それ以外の
ものは新たに制定された「食品、添加物等の規格基準」
で規定されることとなった。その結果、乳成分を3％以
上含むものはアイスクリームと規定され、それ以下のも
のはアイスクリーム類とされたが、市場ではいずれにも
アイスクリームという名称が使われ、混乱した状態が続
いた。

2 ．成分表示の始まり
昭和39年（1964）には乳等省令が改正され、アイス

クリームの成分規格が乳成分から乳脂肪に変更され、そ
の表示が義務付けられることとなった。当時、乳固形分
の検査法が不確実で取締規格として採用できないとの行
政判断で乳脂肪分の表示となったものである。併せて、
乳脂肪分の定量法が制定されている。わが国特有のアイ
スクリームの成分表示はここから始まった。この時、行
政ではアイスクリームを牛乳と同様の栄養食品とすべき
か、或いは嗜好品とすべきかといった検討がなされてい
る。最終的に国際基準や業界の要望を勘案し、乳製品の
範ちゅうに入れることとされた。しかし、乳脂肪分3％
以上含むものがアイスクリームであることから、国際基
準からは程遠いものであった。

3 ．協会自主規格
昭和44年（1969）にアイスクリーム協会は「品質及

び表示に関する協会基準並びに実施規約」を作っている
（図10）。これは、国の乳製品に関する規格改定が難航し、
決定が遅れていることから、協会が自主規格として制定

したものである。内容は国際水準に近く、種類別名称を
新たに加え、表示することとしている。成分規格は乳脂
肪分と全固形分で規定し、アイスクリームは種類別アイ
スクリームとアイスミルク、アイスクリーム類は種類別
ラクトアイスとアイスに分類している。当時、食品全般
にイミテーションやまがい物が多いとの批判が多く、こ
れらからの脱却を図り、経済大国にふさわしい品質を目
指そうというものであった。

4 ．現在の成分規格
乳等省令が改正され、アイスクリームがアイスクリー

ム、アイスミルク、ラクトアイスに分類され、現在と同
様の規格基準となったのは、その2年後、昭和46年（1971）
のことである。昭和25年に氷菓子の成分規格が制定さ
れて以来20年が経っていた。アイスクリーム類として「食
品、添加物等の規格基準」で規定されていた氷菓子は氷
菓という名称に改められた（図11）。

Ⅵ．商品の多様化と成長

法令による規格基準の整理はアイスクリームの品質を
向上させるとともに消費者のアイスクリームへの信頼を
向上させることにつながった。また、乳成分を多く含む
高級・プレミアム商品などの多様な商品の開発を促すこ
ととなり、アイスクリーム市場は折からの経済成長に乗
って急激に拡大していった。

1 ．ロングセラー商品の誕生
戦後、市場に参入したメーカーの中には業界の今を支

える有力メーカーとなっているところも多く、これまで
に数多くの商品を市場に投入している。昭和30年から
40年代にかけて発売された商品の中には、現在も生き続
けるロングセラー商品となっているものも多い（図12）。

2 ．プレミアムアイスクリームとアイスクリームショップ
乳等省令が改正され、規格基準が現在の形に改定され

た昭和46年（1971）、明治乳業（現明治）からレディー
ボーデンが発売された。アイスクリームの成分規格が乳
固形分15％以上、うち乳脂肪分8％以上であったときに、
これは乳固形分23％、うち乳脂肪分14％と極めて高く、
濃厚でありながら口どけがよい、それまで日本になかっ

アイスクリーム 乳脂訪分8％以上無脂乳固形分8％以上

アイスミルク 乳脂肪分 3~8％慧脂乳固形分8％以上

ミルクシャーベット 乳詣肪分3％未満鎌詣乳固形分8％以上

図9昭和25年(1950)厚生省令第58号による成分規格

アイスクリーム 乳固影分 15％以上うち乳詣肪分8％以上

アイスミルク 乳固形分 10％以J:.うち乳脂肪分3％以J:.

ラクトアイス 乳固形分 3％以上

氷菓 J:.記以外

図11 昭和46年(1971)厚生省令第14号による成分規格

アイスクリーム 乳脂肪分8％以上全固形分32％以上

アイスミルク 乳胴肪分3%以.J:.全固影分32％以上

ラクトアイス 腫肪分3％以上，9L園影分3％以上

全固形分28％以上

アイス 上記以外

図10昭和44年（1969)協会が制定した自主規格
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たプレミアムなおいしさのアイスクリームであった。折
からの高度経済成長の波に乗って一世を風靡する商品と
なり、その後、他社からも同様の商品が発売され、プレ
ミアムアイスクリームのブームを創っている。これらを
きっかけに商品の多様化と高級化が進み、我が国のアイ
スクリーム産業は技術的にも大きく進歩することとなっ
た（図13）。

さらに、昭和59年（1984）にはハーゲンダッツショ
ップが、昭和60年（1985）にはホブソンズなどの外資
系アイスクリームショップやイタリアンジェラートショ
ップが登場し、アイスクリームショップの前に若者が長
蛇の列を作った。アイスクリームを食べる行為をファッ

ションの一部に押し上げた瞬間であった。商品の多様化
とアイスクリームショップなど新たな販売業態の創出は
アイスクリーム市場を新たなステージへと押し上げてい
った。

3 ．高度成長
日本アイスクリーム協会が統計を取り始めた昭和41

年（1966）の市場規模は510億円であるが、8年後の昭
和49年（1974）には1,000億円を突破、昭和53年（1978）
には2,000億円、昭和59年（1984）には3,000億円の大
台を突破した。1,000億円から3,000億円に至る11年間は
毎年11％の成長をしていたことになる。経済の高度成
長とともにアイスクリームも高度成長の真っただ中にあ
った（図14）。

Ⅶ．長期低迷と復活

アイスクリーム市場はさらに成長を続け、平成6年
（1994）には4,000億円を超え、4,296億円を記録した。
しかし、その後9年の間、毎年前年割れという長期の低
迷を経験することになる。9年後の平成15年（2003）に
は3,322億円となり、ピーク時から約1,000億円の市場を
失った。

1 ．市場の変容
平成の時代に入りアイスクリームを取り巻く市場は大

きく変わっていく。平成2年（1990）には明治乳業がボ
ーデン社との提携を解消し、プレミアムアイスクリーム
の市場が大きく変わった。アイスクリームの輸入自由化
は海外から割安商品の流入を加速させ、価格競争を激化
させた。一方、徐々に店舗を増やしていたコンビニエン
スストアではハーゲンダッツを中心とする高級ミニカッ
プアイスクリームが販売され、商品の個食化傾向を後押
しした。バブル経済崩壊後の不況感は消費の低迷を引き
起こし、コンビニエンスストアの台頭による小売業の変
化はアイスクリームにも大きく影響することとなった。

図12　1960 ～ 80年代に生まれたロングセラー商品

図13　アイスクリームの高級化と多様化 図14　高度成長期（1966 ～ 1992年）

●ホームランパー(1960)

｛協同乳業）

●アイスまんじゅう(1962)

（丸永襲菓）

●ジェットコーン(1963)

（グリコ）

●赤城しぐれ(1984)

（赤城乳業）
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●チョコモナカ(1972)

（森永載菓）

●イタリアーノ(1972)

（ロッテアイス）
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●あずきパー(1973)

（井村屋）

●パニラブル-{1974)

（雷印乳集）

●ピノ(1976)

（森永乳●）

●うまか棒(1979

（明治）

●雪見だいふく(1981)

（ロッテアイス） 、→――

●ガリガリ君(1881)

（赤城乳業）

●サクレレモン（1985）（フタパ食品）

1970年代：ブレミアムアイスクリームブーム

1980年代中頃：アイスクリームショッブ、

イタリアンジェラートブーム

1980年代後半：スーパーブレミアムアイス

クリーム全盛
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2 ．コンビニエンスストアの台頭とアイスクリーム
今では「アイスはコンビニで買うもの」というのは普

通のことであるが、当時は、アイスクリームは主に菓子
屋やパン屋で売られていた。コンビニエンスストアの出
店拡大はアイスクリームの主要販売チャネルであった

「菓子・パン小売業」の事業所数を急激に減少させ、ア
イスクリームの売場を大きく減らすこととなった。

日本フランチャイズ協会によると平成6年（1994）に
2万7千店弱あったコンビニエンスストアは平成14年

（2002）には4万店に増加し、「菓子・パン小売業」の事
業所数は57万店から46万店に激変している。さらに、
コンビニエンスストアの増加はコンビニ商品の開発を加
速し、ペットボトル飲料やチルドデザートなどの商品は
アイスクリームと直接的に競合することとなった。

3 ．復活と新たな成長
平成6年（1994）をピークに9年間収縮し続けたアイ

スクリーム市場は平成15年（2003）に底を打ち、その
後順調に成長していく（図15）。まさにⅤ字回復である。

メーカーは流通の変化に対応して新たな体制を構築し、
食品スーパーやコンビニエンスストアでの販売量は徐々
に増加していった。コンビニエンスストアでは性能が進
化した販売ショーケースが使われ、陳列かごの使用も進
んだ。コンビニエンスストアチェーンの増加はオリジナ
ル商品の開発を増加させた。オリジナル商品の開発は高
単価、高付加価値商品の開発につながり、結果的にアイ
スクリームの単価アップ、利益率の改善につながった。

アイスクリームの価格改定も重要なポイントであった。
昭和から平成にかけて、アイスクリームの店頭価格はカ
ップ類を中心として100円の時代が長く続いた。ワンコ
インで買えることは市場を拡大してきた大きな要因でも
あったが、原材料や経費の高騰は商品のパフォーマンス

に影響することもあった。そのような中でメーカーは、
平成20年（2008）に100円商品を中心に価格の改定を行
っている。原油や穀物価格の高騰による原料価格や物流
費の高騰が大きな要因であり、苦渋の決断であった。結
果は、メーカーの心配をよそに、価格改定は消費者にす
んなりと受け入れられた。各社は値上げと同時に商品の
レベルアップを図り、パフォーマンスを高めていたので
ある。

その後、メーカーは付加価値の高い商品の開発や需要
を高めるマーケティング活動を積極的に行い、新たな市
場拡大に向けて積極的に投資を行っていった。その結果
はグラフに如実に表れている。平成15年に底を打った
市場は平成28年（2016）に4,939億円を記録、念願の
5,000億円は目の前である。

おわりに

製品包装紙の一括表示付近に協会マーク（下図）が印
刷されている。容器リサイクルマークと並んでいる場合
も多く、その類かと消費者にはあまり意識されていない
かと思う。このマークは昭和35年（1960）に日本アイ
スクリーム協会の前身である日本アイスクリーム協会連
合会が作ったもので、消費者のアイスクリームへの信用
を高めるための品質保証マークとして使われた。マーク
を付けるには所定の製品検査に合格することが条件であ
り、当時の品質保証への強い思いがうかがい知れる。

その後、マークはアイスクリーム協会に引き継がれ、
昭和45年（1970）には使用規定が作られている。しかし、
昭和61年（1986）にマークが輸入アイスに対して非関
税障壁に当たるとの指摘を受け、翌年に廃止された。現
在は単なる協会マークとして、協会会員の商品であるこ
とを示すために使われている。

図15　長期低迷、復活そして新たな成長（1991 ～ 2016年）

協会マーク

•Pl 

6,0DCI 

5,0DCI 

4,0DCI 
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メーカ一生産金蝙 1991~2018年
（日本アイスクリーム協倉データ）
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シンポジウム

アイスクリーム市場は2006年から2015年の10年で
1,000億強の成長を果たしたが、市場伸張の要因として
は、大きく①冬場市場の拡大②シニア層の拡大の2つが
あげられる。それ以前、アイスクリーム市場は1995年
～ 2003年まで、9年間にわたるマイナス成長が続いたが、
これは従来、一般小売店（駄菓子屋・パパママストア）
に販売の主体を任せていたアイスクリーム業界が、その
後に小売業の主流を成す、量販店・CVSとの転換期の
売場の変革についていけなかったということが一番大き
い。そのあとの10年の伸長は、逆にその新しい売場に
対応していく商品を量産、一転して10年で1000億円と
いう拡大基調に転ずるわけだが、その過程で業界を拡大
する原動力となったのが「冬場市場の拡大」と「シニア
層の開拓」である。

まず「冬場市場の拡大」である。2013年～ 2016年の
4年間で、10年間の上乗せ分1000億円の内、4分の1に
当たる240億円を冬場（下期10月～ 3月）に上乗せをす
るという躍進をみせた。この冬場の市場拡大がアイスク
リーム業界にとってどのような影響を与えるかというと、
アイスクリーム産業の収益構造を全く新しいものに変え
たということになる。

従来のアイスクリーム産業の売上構造は、夏7に対し
冬3となっており、夏に儲けて冬は赤字が当たり前。ア
イスクリーム自体は主に乳業メーカーや菓子メーカーが
販売を行っていたことから、本業である乳製品や菓子類
で利益の出る下半期は赤字でも、会社全体の収益幅が少
ない上半期に利益を出すことで貢献し、年間ベースでは
赤字にならなければ良し、という時代が長く続いていた。
しかし1994 ～ 2003年の間、10年に亘って市場が大きく
減少すると、上期はなんとか利益が出るものの、その幅
もだんだん少なくなり、年間ベースでアイスクリーム事
業が赤字になるということが続き、企業にとってお荷物
的存在となっていく。

マイナス要因は前述した通り、流通変革への対応の遅
れが主要因であるが、毎年の市場縮小と赤字の垂れ流し
は、アイスクリーム業界人にとって相当に辛いものであ
り、2004年頃から業界の本格的な構造改革に各社が乗
り出したことで、ようやくマイナス成長にはストップが
かかるが、損益面の回復には時間を必要とした。

しかしこの10年、1,000億も市場が伸長し、特に冬場

講演2：アイスクリームの「冬場の市場拡大」と 
　「シニア層の開拓」にみる成長戦略

二　村　英　彰
アイスクリームプレス（株）

アイスクリーム鑽＂の市珊絋大テーマ

10年で市場は1000億円UP!
2016年は4900億円 (2006年比137%)
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①「冬場の市場拡大」
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の市場が拡大したことで、上期・下期の売上は6対4に
近いものとなり、企業によっては10月、12月、3月、あ
るいは1月もというように事業損益が改善し、下期でも
利益を確保できる体制が整い始めるなど、収益構造が劇
的な変化をみせるようになった。

2013年から2016年までの4年間の伸長率で最も下期
の売上増が顕著なのが2015年で、上期の売上高が前年
比103%に対して、下期の伸張率は前年比110％、上期
90億円の売上増に対し、下期は170億円もの売上増とな
っている。では、2015年にいったい何があったかとい
うと、12月にテレビ番組「マツコの知らない世界」に
取り上げられ、「冬アイス」という言葉を使って冬場の
アイスクリームの特集行った。取り上げられた商品の多
くは、CVSで売られる冬場限定の高品質商品で、この
番組に取り上げられると、モノが売れるという定説はも
ともとあったが、実際に放送直後（夜10時過ぎ）から
CVSの売上が上がったというくらいインパクトがあった。

またこの頃から、「冬アイス」という新しい認識が定
着し始め、“冬アイス＝質の高いアイスクリーム”とい
うトレンド的なキーワードになっていく。冬アイスの特
徴として、成分規格もアイスクリーム・アイスミルクを

中心に、夏よりも濃厚な味わいを出し、菓子素材を始め
とする他のスイーツとの融合により、新しい味・新しい
形を生み出し、新しい客層（既存客層の引き上げ）に訴
求するということが、特にCVSで積極的に推進される。
価格面でも大人向けとして180円～ 280円と、それまで
売られている市販品よりも高めに設定された。

冬アイスの原動力はCVS、中でも「セブン-イレブン」
で、毎年11月以降、非常に高付加価値な商品を出し続
けている。同社のPBの比率は60％以上、アイスクリー
ムに関しては、70％ぐらいがオリジナル商品で、NB商
品を売るというよりも、自分のところのオリジナル商品
で、高くておいしいものを売るという方針を追求、他の
CVSとはまったく違う売場構成となっている。

また、昨年12月には、セブン-イレブンとしてアイス
クリームのテレビCMを入れたり、セブン-イレブンと
して消費者キャンペーンを行うなど、小売業なのにメー
カーと変わらない考え方でアイスクリームをアピール、
特に12月はプレミアムアイスクリームが全体の55％と、
半分以上の売り上げを占めるまでに至っている。

「マッュの知らない也界」で＂冬アイス ＂紹介

紹介された商品が瞬時に売り切れ

~L!~ 

戸＼

さらに冨度化するセプンイレプンの“冬アイス”
消費者キャンベーン、テレビCMも実施

2016年謁品はJしイプリッドにテレピCMやキャンペーン遍イベント1111傷
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“夕^ アイス”という新しい認識の定

冬アイス＝“質の高いアイスクリーム”と
同義語的なキーワードに

冬アイス
①夏よりも濃厚な味わい＝アイスクリーム・アイス3レ
ク規格中心｛夏はさつばり＝ラクトアイス・氷榮）

大人向 格はちょっと高め＝180円～250円

③この時期だけの商品企画＝J¥イプリットアイス ！

謳自路艤による圧倒印なJ｛イイングパワー

留型商品から共同開発商品＾

青Sプランドとのコラ
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セブン-イレブンで売られる商品は、メーカーの共同開
発による留型商品、例えばハーゲンダッツがセブン-イレ
ブンのオリジナル商品をつくる、ロッテアイスが「雪見
だいふく」でオリジナル商品をつくる、江崎グリコが「ジ
ャイアントコーン」でオリジナル商品をつくる、森永乳
業が「ピノ」でオリジナル商品をつくるというように、
圧倒的なバイイングパワーでメーカーとの共同開発政策
を進め、大手メーカーが自社の主力ブランドであるにか
かわらず、セブン-イレブンのオリジナル商品を製造する
ということが当たり前のようになっている。もちろんセ
ブン-イレブンがそういう形で販売を始めると、ほかの
CVS、ローソン、ファミリーマートもどんどん商品がオ
リジナル化していき、昔のアイスクリームの売場とは全
く違う、特にCVSは全く新しい売場に変わってきている。

冬の市場拡大の内部要因としては、①若者層が好む商
品設計＝素材と素材を掛け合わせたハイブリッドデザー
トで、従来のアイスクリームを超越した新しいデザート
である②手軽な価格と高付加価値＝アイスクリームは
500円、700円というような価格帯ではなく、高くても
280円まで、非常に買いやすい価格設定であること③
CVSの積極的なマーケティング投資＝開発と販売の両面
合せてCVSが積極的にマーケティング投資
を行い、アイスクリームの新しいイメージを
構築したこと－が内部要因として考えられる。

また外部要因は、①温暖化と暖房設備の完
備②デザートの複合化＝パティスリーや有名
菓子店がアイスクリームの製造に取り組み始
め、プレミアムアイスがより身近なものに変
わる③食後のデザートとしての定着＝外食産
業の拡大によるデザートの定着と、若者の飲
酒離れによる食後デザートの浸透－などが原
因になっている。

冬にアイスクリームを食べさせるというこ
とに関して、アイスクリーム業界はある部分、
諦めていた面もあり、過去にアイスクリーム
で冬場の活性化策を打ったことはほとんどな

い。しかし暖房設備が普及し、食生活が豊かになった現在、
冬に売れていないからこそ伸びしろがあり、数（販売量）
よりも質（高単価）を売り物にするという発想はCVSな
らではのものであり、正に“冬アイス”はCVS中心に展開
したことが直接の成功要因といえる。今後も想像を大き
く超える浸透率で今後も拡大していくと思われる。

次にシニア層の拡大、特に団塊世代を取り込むための
マーケティングである。まず、アイスクリームの一般的
な位置づけとして、「嫌いな人がいない」ということが
あげられる。子供から大人まで、“好きなデザート”の
ひとつにアイスクリームを上げる人は多く、平均的に
80％の人が“アイスクリームが好き”という答えを出し
ている。これは2位のコーヒー・紅茶・ココアの68％と
較べ10％以上も高く、アイスクリームの垂直競合品と
いわれるチョコレート（66.3％）、ヨーグルト（50.3％）、
プリン（47％）を大きく凌駕する。冷たく、口当たりが
よく、甘く、おいしいという特徴をもつアイスクリーム
は、嗜好品というカテゴリーの中でも、すべての世代に
おいて最も馴染みのある食品でもある。

一：ら盃ぢ忌は言梨＿呼ィング

“冬アイス’'はCVS中心に展開したことが成功妻因
想像を大き超える油逸率で今‘後も拡大

内部妻El

①若者層が好む商品設計（ハイプリットデザート）
②手軽な価格と高付加価値 (280円前後まで）
③CVSの積極的なマーケティング投賓（開発・販売）

坑森E!

①温暖化と暖房施設の完備

②デザーKD複合化（）（ティスリーのアイス製造増加）
③食後デザート市場の拡大（外食産集の拡大による
デザートの定着と若者の飲酒離れ）

／イスクリームは好きなデザー声}{`—面
“キング・オブ・デザート”
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また、アイスクリームを食べている年代別構成比を
2012年と2015年で比較すると、男性40 ～ 60代までで
0.8％増、女性では40代以上が1.8％増と、男女ともに高
年齢層の構成比の拡大、団塊世代が新市場として浮上し
ている。また年代別購入構成比でもアイスクリームは、
男性で40歳以上の購入が25.6％、女性に至っては40歳
以上が45.7％と約半数を占めるなど、アイスクリームは
大人の購入比率が高い商品でもある。

団塊世代の人たちがアイスクリームとどういう関わり
合いをしてきたかについてだが、1956年生まれで見た
場合、生まれる前の1953年に雪印の「バニラブルー」
が発売され、アイスクリームが一気に日本全国に広がり、
生まれたときからアイスクリームがあるという下地が作
られる。1965年、9歳の頃に小売店用の安価な冷凍ショ
ーケースが開発され急速に普及、1971年に高級アイス
クリーム・明治乳業のレディーボーデンが発売、1984
年にはハーゲンダッツの第一号店が青山にオープンとい
うように、1956年生まれというのは、アイスクリーム
産業の成長とほぼ同じ、自分の中でアイスクリームの思
い出を持っている世代であると考えられる。

日本人の総人口に占める高齢者の割合は、65歳以上
が27.3％で人口構成比の一番上にあり、また団塊世代を
中心とするシニアが消費する消費金額は、年間100兆円
と言われ、ほぼ毎年1兆円ずつ伸びている。シニア世代
は非常にお金を持っている世代、消費も活発に行う世代
である。

シニア世代が消費の中心となりつつあることで、購買
形態にも変化が生まれている。子供が独立し、妻との2
人世帯が主流となったことで、量より質、食べきれない
ものはもったいないという意識から、食全般に個食化が
急速に進んだ。つまりシニア層に対するアプローチ方法
のひとつとして「個食」であり「質」が浮かび上がる。

アイスクリーム性年代別構成比比較 fi!]愧世代66U人口は216万人口Uジニ叫員人口lえ19元

1資料：SCl五ネル全チャネル期間2012年10月～2016年9月） 1歳児人口100万人の2倍前後
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この団塊世代は、一般に“アクティブシニア”とも呼
ばれるが、アクティブシニアは第2次世界大戦直後、
1947(昭和22)年から49(昭和24)年に生まれた60 ～ 70代
のうち、自分なりのこだわりや価値観を持ち、仕事や趣
味に意欲的で元気なシニア世代のことをいう。戦後の新
しい価値観で生活を行い、日本経済や文化を牽引してき
たため、気持がつねに若く「大人」であっても「老人」
ではないという意識が強い。ここにもアプローチキーワ
ードがある「大人」だ。

こうしたことを背景に、アイスクリーム業界はこの団
塊世代に対し、商品面では、例えば江崎グリコは「大人
のジャイアントコーン」「大人のパピコ」「大人のアイス
の実」、ロッテアイスは「大人のレディーボーデン」、赤
城乳業の「ガリガリ君」でさえ「大人なガリガリ君」を
発売するといったように、直接的に大人を訴求した商品
を開発したり、各企業が主軸ブランドで“質感”の高い
ワンランク上の商品を発売するなど、大人のための高品
質、大人のための商品を次々と打ち出した。

マーケティング面も同様で、一番わかりやすい森永乳
業の「パルム」は、新発売時から今年70歳のタレント・
寺尾聰さんをテレビCMに使い、大人の、しかも男性も
満足できるアイスクリームとしてアピールした。「パル
ム」ほど極端でなくとも、今ではアイスクリームのテレ
ビCMに30代～ 40代のタレントを起用するのは当たり
前で、また消費者キャンペーンやSNSを使った情報発
信でも、最近は世代別に行うことが多く、ヤング層、主
婦層、シニア層と棲み分けされた情報発信で、それぞれ
の世代に直接的なアプローチを行う体制となっている。

シニア層へのトライアルは、嫌いな人がいないという
アイスクリームの持つ、冷たくて、口溶けがよく、甘く
て、ただ「おいしい」という、ある意味嗜好品として一
番究極的な部分を最大限に活かすことから始まる。逆説
的なことになるのだが、アイスクリームで機能性で売れ
た商品、健康で売れた商品というものは出てきていない。
フローズンヨーグルトや野菜アイス、豆乳アイスなども
出ているが、あくまでニッチな消費層向けであり、大き
なマーケットに成長したことはない。それよりも嗜好品
としての特長を最大に活かす、甘くて、冷たくて、おい
しいを強調していくことが、アイスクリームでは市場拡
大に大きな役割を果たしている。

第2次世界大戦匝後、 1947,（昭和22)年から49（昭和24)
年に生まれた「団塊の世代」を中心とする60~70代のうち、自
分なりのこだわりや価値観を持ち、仕事や趣味に意欲的で元気
なシニア世代のこと。
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シニア層の意識の中には、アイスクリームは昔から食
べ慣れた商品であり、子どもの頃からよく知っている食
品、食べれば冷たくて、口当たりがよくて、甘くて、お
いしいという意識があり、それに対してアイスクリーム
業界のアプローチは、基本的な価値観は変えず、プラス
して大人が食べるための、ちょっと高くて本格的、しか
し絶対に手が届く範囲内の価格帯でものを発売していっ
た。またシニアではなく「大人」商品であることをアピ
ールし、大人も食べるようなマーケティングを展開、
CMでもキャンペーンでも、大人のための展開を行うこ
とでシニア層市場にチャレンジした。

結果としてアイスクリーム業界の主軸商品は、第1位
の明治「エッセルスーパーカップ」の250億円から始まり、
2016年度にはほとんどの商品が2桁増の成長となった。
また売れ筋トップ10の全てがノベルティ（個食）で占
める状態になっているが、表にあげた11品の中の多く
の商品が、何らかの形で大人向けの商品を発売したり、
マーケティング展開をしており、それがすべてといわな
いまでも、拡大要因のひとつであることは間違いない。
アイスクリームのシニア市場開拓は、新しい価値観（機
能）ではなく、本来持つ価値（冷たくて、口溶けがよく、
甘くて、おいしい）を、さらに精査し拡大していくこと
で成し遂げたということができる。

それぞれの商品には不変の価値というものが存在する。
もちろん付加価値として、何かをプラスしていくことは
重要であるが、そこで不変の価値が失われるようであれ
ば商品価値自体を失うことになる。アイスクリームのよ
うに、誰もが必ず共通で持つ価値観がはっきりしている
商品の場合は、ターゲットの意識を掘り下げ、その価値
観を絶対に裏切らないことを前提に、なにをプラスして
いくかが重要であるといえるだろう。

トップの「エッセルスーパーカップ」（明治）は220億円

上位商品のほとんどがノベルティ

2016年(2016年4月～2017年3月）プランド別売上げドソプ10
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檜垣徳太郎先生は（1916年～ 2006年）農林省（農林
水産省の前進）を事務次官で退官された後、国会議員に
もなられ、農業分野以外を含み広く活躍された方です。
先生は酪農の不足払い法の生みの親と言われており、同
法律の制定に尽力されました。先生は農林省の官房長か
ら畜産局長という普通あまり聞かないポストの異動をし
て不足払い法制定に当たられたことは有名な話になって
います。また、先生は多くの農業関係の法人を指導して
こられました。

先生の逝去後10年が経つ中で、当時関係のあった中
央畜産会、酪農ヘルパー協会、草地畜産協会（山地酪農
協会と合併）、日本畜産施設機械協会等のOB有志が、
各法人の活動の中で実施された先生の講演、講話また会
誌の記事、各種挨拶などの約100点にのぼる記録を蒐集
して、畜産語録として整理しました。これら資料はファ
イルにまとめられ福島県白河市にある家畜改良センター
の図書資料館に保管されています。同時にその資料のリ
ストが作成されるとともに、本文がスキャナーでUBS
及びCDに読み込まれて前述の各協会に保管されていま
す。

この「檜垣徳太郎先生の畜産語録」については関係者
の要望があり酪農乳業史の一部を飾るものとしてとして、
ここに紹介いたします。

内容は以下のリストの通りになっています。

注）
①　酪農の不足払い法は「加工原料乳生産者補給金等暫定

措置法」（略称で不足払い法と言われている）で、高度
経済成長や農業基本法の下、酪農が本格的に普及する
過程で乳価紛争が多発し深刻な問題となり、その対策
として上程されたもので、本法律の制定により、乳価
紛争は解決し、価格の安定が図られ、酪農乳業は著し
く発展した。

②　「檜垣徳太郎先生の畜産語録」の作成に関係された方々
は佐野宏哉、中瀬信三、香川荘一、浅野九郎治、船津
芳弘、星井静一、窪田葵、山本公明の各氏。

③　檜垣徳太郎先生の略暦：東京帝大卒、昭和15年農林省
入省、昭和38年農林大臣官房長、同38年畜産局長等を
歴任後、農林省事務次官となり同45年退官。その後、
同46年参議院議員となり郵政大臣等の要職に就かれた。
また、多くの農林水産関係団体の会長に就任されている。

檜垣徳太郎先生の畜産語録
山　本　公　明
酪農乳業史研究会監事

解　説ロ
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通し
番号

資料
番号 担当 タイトル 掲載出版物 出版者 発行年 原稿枚数

（枚）

1 1 檜垣徳太郎先生の畜産語録収集について 挨拶 中瀬信三氏 1

2 2 檜垣徳太郎先生の畜産語録整理について 語録説明 菱井静一氏 2

3 3 中畜 檜垣徳太郎先生の略歴（畜産コンサルタントより） 月間畜産
コンサルタント 中央畜産会 平成 18 年 1

4 4 農会 檜垣徳太郎先生　主な経歴（追悼誌「援農興卿」47P） 援農興郷 檜垣徳太郎先生
お別れの会

平成 19 年
2 月 3

5 5 農会

檜垣徳太郎先生を偲ぶ有志（追悼誌「援農興卿」）　元内閣総理大臣
中曽根康弘（3P）　元農相・元農水事務次官大河原太一郎（4P）　元
大蔵事務次官長岡實（5P）　葬儀委員長・愛媛県知事（6P）　農林水
産大臣松岡利勝（7P）　衆議院議員関谷勝嗣（8P）愛媛県農業協同
組合中央会会長嘉喜山　登（10P）　全国農業協同組合中央会会長宮
田勇（11P）　全国農業会議所会長太田豊秋（12P）社団法人中央畜
産会会長小里貞利（13P）　社団法人日本農村情報システム協会会長
大池裕（14P）　財団法人都市農山漁村交流活性化機構理事長高木勇
樹（15P）社団法人農林放送事業団会長川合淳二（16P）社団法人酪
農ヘルパー全国協会会長・国際酪農連盟日本国内委員会会長佐野宏
哉（17P）カッコ内数字は掲載ページ

援農興郷 檜垣徳太郎先生
お別れの会

平成 19 年
2 月 25

6 6 農会

檜垣徳太郎先生追悼各紙掲載記事（追悼誌「援農興卿」）　同上太田
豊秋（21P） 同上松岡利勝（22P）　自由民主党総合農政調査会長谷
津義男（22P） 同上（宮田勇）（22P） まちむら交流きこう副理事長
今村奈良臣（24P） 対談（宮田勇同上×上野博史農林中央金庫理事
長×太田豊秋同上×加藤紘一自由民主党元幹事長）（25P）　愛媛新
聞（26P、32P）毎日新聞専門編集委員牧　太郎（33P）　同上大河原
太一郎（34P）　同上佐野宏哉（37P）　日刊酪農乳業速報（39P）農
業ジャーナリスト神奈川　透（41P）　農林水産予算懇話会世話人渡
辺文雄（44P）カッコ内数字は掲載ページ

援農興郷 檜垣徳太郎先生
お別れの会

平成 19 年
2 月 27

7 100 不足払法 檜垣徳太郎先生不足払い法について語る（リスト） 1

8 101 不足払法 不足払い制度の生みの親・檜垣徳太郎先生 訃報記事 日刊酪農乳業速報 平成 18 年
10 月 3

9 102 不足払法 檜垣徳太郎先生　「酪農革命・不足払い制度」について語る 「農業農村に
未来はあるか 地球社 平成 10 年

3 月 25 日 12

10 103 不足払法 檜垣先生不足払制度誕生の経緯を語る 日本酪農乳業史
研究第 8 号

日本酪農乳業史
研究会

平成 25 年
9 月 5

11 104 不足払法 加工原料乳の不足払い法の制定座談会（畜産行政史） 畜産行政史 中央畜産会 平成 11 年
3 月 28

12 105 不足払法 乳価紛争・中央調停報告（46 回国会議事録農水委） 国会議事録

昭和 39 年第 46 国
会衆議院農林水産
委員会（国会図書
館データベース）

昭和 39 年
3 月 17 日	
＆4月1日

23

13 106 不足払法

第 48 回国会における不足払い法案の審議の議事録（衆議院農林水
産委員会昭和 40 年 4 月 6 日、40 年 4 月 7 日、40 年 4 月 14 日、40
年 4 月 23 日、40 年 4 月 26 日、40 年 4 月 28 日、40 年 5 月 7 日、40
年 5 月 12 日、40 年 5 月 15 日開催）檜垣畜産局長

国会議事録

昭和 40 年第 48 国
会衆議院農林水産
委員会（国会図書
館データベース）

40 年 4 月
6 日	

～ 5 月	
15 日

166

14
999 107 不足払法 第 48 回国会における不足払い法案の審議の議事録（参議院農林水

産委員会昭和 40 年 5 月 18 日、40 年 6 月 1 日開催）檜垣畜産局長 国会議事録

昭和 40 年第 49 国
会衆議院農林水産
委員会（国会図書
館データベース）

40 年 5 月
15 日	

～ 6 月	
1 日

87

15 200 施設機械 檜垣徳太郎先生のおことば / 畜産施設機械を語る（リスト） 5

16 201 施設機械 日本畜産施設機械協会の設立総会について	
　（発起人代表檜垣徳太郎先生） 設立発起人代表 日本畜産	

施設機械協会
昭和 52 年

5 月 4

17 202 施設機械 日本畜産施設機械協会檜垣会長　年頭のご挨拶	
　（昭和 63 年、平成 5 年、平成 6 年、平成 7 年、平成 8 年、平成 9 年）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

昭和 63 年	
～平成9年 12

18 203 施設機械 第 10 回通常総会　檜垣会長挨拶（畜産の将来を見通した振興重要） 日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

昭和 62 年
6 月 2

19 204 施設機械 創立 20 年を迎えて　檜垣会長挨拶	
　（畜産の資本装備進む中一層の低コスト化重要）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 9 年
10 月 2

20 205 施設機械 第 2 回常務理事会　檜垣会長挨拶	
　（廃業頭数減を残存農家群でカバーするのは限界）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 9 年
12 月 4

21 206 施設機械 日本畜産施設機械協会　檜垣会長　年頭のご挨拶　	
　（平成 10 年、平成 11 年）　　　　　　　　　　　　　　　　

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 10	
～ 11 年 4

22 207 施設機械 第 2 回常務理事会　檜垣会長挨拶	
　（小渕内閣で景気は停滞の中であいさつ）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 11 年
12 月 3

2017年3月1日
1～90 までの

計は 830 枚

檜垣徳太郎先生畜産語録・資料目次
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23 208 施設機械 日本畜産施設機械協会　檜垣会長　年頭の挨拶
　（平成 12 年、平成 13 年）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 12
～ 13 年 8

24 209 施設機械 国際養鶏・養豚総合展　檜垣会長挨拶
　（最新の機械施設展示・情報提供・講演会開催）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 13 年
6 月 2

25 210 施設機械 第 2 回常務理事会　檜垣会長挨拶
　（経済社会の低迷の打破／断固としてやること大事）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 13 年
12 月 5

26 211 施設機械 日本畜産施設機械協会檜垣会長年頭の挨拶
　（平成 14 年）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長 平成 14 年 3

27 212 施設機械 第 30 回理事会　檜垣会長挨拶
　（経済など閉塞、国力も低下状態。立て直しは簡単でない）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 14 年
12 月 5

28 213 施設機械 日本畜産施設機械協会　檜垣会長年頭の挨拶
　（平成 15 年）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長 平成 15 年 2

29 214 施設機械 第 32 回理事会　檜垣会長挨拶
　（経済には規制緩和を、社会秩序には規制強化を）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 15 年
12 月 5

30 215 施設機械 日本畜産施設機械協会　檜垣会長年頭の挨拶
　（平成 16 年）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長 平成 16 年 2

31 216 施設機械 檜垣会長挨拶（創立 28 周年を迎えて）
　（協会解散に当たり関係者に感謝述べる）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会長

平成 16 年
6 月 2

32 217 施設機械 日本畜産施設機械協会創立 28 周年記念　檜垣徳太郎会長講演
　（食糧の必要な貿易保護は堂々とやるべしと語る）

日本畜産施設
機械協会便り

日本畜産
施設機械協会

平成 16 年
6 月 11

33 218 施設機械 檜垣徳太郎先生遺稿　「畜産情勢・現在と未来」
　（食糧自給問題・飼料問題を語る） 畜産コンサルタント 社団法人

中央畜産会
平成 18 年

12 月 4

34 219 施設機械 檜垣徳太郎先生の追憶　中央畜産会施設機械部会
　（船津さんの追悼文）

中畜畜産施設
機械部会便り 28 号

社団法人
中央畜産会

平成 18 年
12 月 2

35 220 施設機械 畜舎建築に係る関連基準の緩和について 認定書 建設大臣通達 平成 9 年
3 月 31

36 221 施設機械 檜垣徳太郎先生講演　「新農基法検討の背景と展望」
　（日本は食糧自給後進国 / 自給率の維持向上が新農基法の基盤） 全国酪農協会 檜垣会長講演記録 平成 9 年

10 月 8

37 222 施設機械 檜垣徳太郎先生特別講演「世界の食糧問題と酪農」
　（食糧危機と牧草対策を急げと語る） 檜垣会長講演記録 酪農ヘルパー

全国協会 平成 6 年 3

38 223 施設機械 第 75 回国際酪農連盟年次会議における檜垣徳太郎先生の特別講演
要録「日本における酪農・乳業の現状と展望」 IDF 国際酪農連盟

日本委員会
平成 3 年

10 月 10

39 28 山地酪 国際酪農連盟年次総会 C 委員会で講演　（世界に伍して共存共栄） 山地酪農 NO51 檜垣会長講演記録 平成 3 年
10 月 4

40 300 山地酪 檜垣徳太郎先生山地酪農を語る（リスト） 全酪新報 全酪新報社 昭和 49 年
8 月 3

41 301 山地酪 檜垣徳太郎先生山地酪農研会長に就任
　（岡崎嘉平太先生後任山地酪農研会長に） 1

42 302 山地酪 新年度のご挨拶　檜垣会長
　（千年永続する農業となろう） 山地酪農 NO52 日本草地畜産

種子協会
平成 4 年

3 月 3

43 303 山地酪 巻頭言　檜垣会長　（山地酪農の重要性を見直そう） 山地酪農 NO53 日本草地畜産
種子協会

平成 4 年
10 月 3

44 304 山地酪 巻頭言　檜垣会長（今こそ中山間地帯の活性化を） 山地酪農 NO54 日本草地畜産
種子協会

平成 5 年
9 月 2

45 305 山地酪 年頭所感　檜垣会長（輝ける産地酪農への展望） 山地酪農 NO55 日本草地畜産
種子協会

平成 6 年
1 月 1

46 306 山地酪 年頭の挨拶　檜垣会長（国際化に対応して） 山地酪農 NO59 日本草地畜産
種子協会

平成 7 年
1 月 1

47 307 山地酪 常任理事会檜垣会長挨拶　（政策的に山地酪農の前進を） 山地酪農 NO60 日本草地畜産
種子協会

平成 7 年
5 月 3

48 308 山地酪 山地酪農現地研修＆特別講演「酪農の将来展望」
　（加工酪農から草地酪農へ） 山地酪農特集編 檜垣会長講演記録 平成 7 年

11 月 16

49 309 山地酪 檜垣会長挨拶　（中山間地帯における草地畜産の確立を目指す） 山地酪農
NO61・62 合併

日本草地畜産
種子協会

平成 7 年
12 月 2

50 310 山地酪 山地酪農を実践するための「技術指針」序文 山地酪農
実践技術指針

日本草地畜産
種子協会

平成 8 年
3 月 2

51 311 山地酪 平成 8 年度山地酪農協会理事会　檜垣会長挨拶
　（草地畜産の推進が重要。草地協会と合併が必要） 協会資料 日本草地畜産

種子協会
平成 8 年

3 月 5

52 312 山地酪 平成 8 年度山地酪農協会通常総会　檜垣会長挨拶
　（中山間等の草地畜産を草地協会と合併して実施） 協会資料 日本草地畜産

種子協会
平成 8 年

3 月 2

53 313 山地酪 平成 8 年臨時総会　檜垣会長挨拶（山地酪農研究会 20 年の幕引き） 平成 8 年度
臨時総会議案

日本草地畜産
種子協会

平成 8 年
8 月 6

54 314 山地酪 檜垣会長特別講演　「世界の食糧問題」（H8 年食糧サミットの後） 平成 8 年度
山地酪農研究会 檜垣会長講演記録 平成 8 年

　秋 13
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55 315 山地酪 檜垣会長特別講演　「これからの草地畜産の発展方向」 平成 9 年度
山地畜産研修会 檜垣会長講演記録 平成 10 年

3 月 7

56 316 山地酪 「木次乳業における研究会」記録（檜垣座長関連部分） 平成 10 年度
山地畜産研究会 研究会議事録 6

57 317 山地酪 「山地畜産の今日的意義と発展方向」検討会記録（檜垣座長関連部分） 平成 11 年度
山地畜産研究会 研究会議事録 平成 12 年

3 月 8

58 400 ヘルパ 檜垣徳太郎先生 酪農ヘルパーを語る（リスト） 目録一覧 星井静一氏蒐集 平成 28 年 4

59 401 ヘルパ 酪農ヘルパーいよいよ事業展開　（檜垣徳太郎会長に聞く） 全絡新報
（全酪連特集） 全酪新報社 平成 2 年

12月20日 4

60 402 ヘルパ 情報誌“酪農ヘルパー”の表紙題字を檜垣会長揮毫（H4 ～ H19 年
迄使用）

情報誌“酪農ヘル
パー”創刊号表紙

酪農ヘルパー
全国協会

平成 4 年
2 月創刊 2

61 403 ヘルパ 専門技術員必携「新しい酪農技術の基礎と実際」基礎編作成 専門技術用テキスト 酪農ヘルパー
全国協会

平成 4 年
10 月 3

62 404 ヘルパ 全国協会設立 5 周年記念講演　「世界の食糧問題と酪農」 情報誌“酪農
ヘルパー”号外 檜垣会長講演記録 平成 8 年

7 月 12

63 405 ヘルパ 「後継者に魅力とゆとりのある酪農経営を」（5 周年記念号挨拶） 情報誌“酪農ヘルパ
ー”5 周年記念号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 8 年
4 月 3

64 406 ヘルパ 「農業・農村に未来はあるかー檜垣ぶし回顧と展望ー発行 単行本 地球者 平成 10 年
3 月 1

65 407 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る①「若手女性ヘルパーたちの夢と希
望｝

情報誌“酪農
ヘルパー”22 号 対談記録 平成 11 年

1 月 4

66 408 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る②「新規就農希望がかなったヘルパ
ーたち｝

情報誌“酪農
ヘルパー”23 号 対談記録 平成 11 年

4 月 3

67 409 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る③「こうして就農希望を果たしたヘ
ルパー｝

情報誌“酪農
ヘルパー”24 号 対談記録 平成 11 年

7 月 4

68 410 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る④「酪農婦人がヘルパーを語る｝ 情報誌“酪農
ヘルパー”25 号 対談記録 平成 11 年

10 月 5

69 411 ヘルパ 檜垣徳太郎先生ご夫妻を囲む会（写真集） 写真集 桧垣ご夫妻を
囲む会

平成 12 年
5 月 8

70 412 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る⑤「酪農後継者がヘルパーを語る」 情報誌“酪農
ヘルパー”29 号 対談記録 平成 12 年

10 月 3

71 413 ヘルパ 酪農ヘルパー全国協会創立 10 周年に当たって（檜垣会長挨拶） 情報誌
10 周年記念号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 12 年
12 月 3

72 414 ヘルパ 檜垣徳太郎会長の酪農ヘルパー語録 情報誌
11 周年記念号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 12 年
12 月 3

73 415 ヘルパ 対談シリーズ　檜垣会長と語る⑥「酪農婦人リーダがヘルパーを語
る｝

情報誌“酪農
ヘルパー”33 号 対談記録 平成 14 年

1 月 5

74 416 ヘルパ 家畜供養祭に参加（千葉県仏母寺で） 写真集 千葉県仏母寺 平成 16 年
4 月 3

75 417 ヘルパ 平成 16 年度酪農ヘルパー研究会（外国との交流の中で - オランダの
農業ヘルパー）

情報誌“酪農
ヘルパー”45 号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 16 年
12 月 4

76 418 ヘルパ 檜垣酪農ヘルパー全国協会会長佐野宏哉氏に会長を引き継ぎ 情報誌“酪農
ヘルパー”47 号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 17 年
7 月 1

77 419 ヘルパ 檜垣徳太郎会長と共に歩いた素晴らしい日々（写真等） 酪農ヘルパー
全国協会 写真で綴る 平成 17 年

7 月 28

78 420 ヘルパ 檜垣徳太郎名誉会長卒寿のお祝いで挨拶　「90 年無駄でなかった」 酪農乳業速報 取材記事 平成 17 年
12 月 2

79 421 ヘルパ 檜垣名誉会長　卒寿のお祝いに際して一言 情報誌“酪農
ヘルパー”49 号

酪農ヘルパー
全国協会

平成 18 年
1 月 6

80 422 ヘルパ 檜垣名誉会長　酪農ヘルパーのために「援農興卿」を揮毫 日本農村情報
システム協会

日本農村情報
システム協会

平成 18 年
9 月 6

81 423 ヘルパ 全酪連会長大坪前会長合同葬弔辞＆大坪藤市氏を語る 弔辞 桧垣徳太郎氏 平成 3 年
7 月 6

82 424 ヘルパ 檜垣中央畜産会副会長　故山中貞則会長を追悼 故山中貞則会長
逝去

社団法人
中央畜産会

平成 16 年
2 月 6

83 425 ヘルパ 檜垣徳太郎名誉会長の葬儀・告別式　（愛媛県今治市大仙寺） 告別式 大仙寺 平成 18 年
10 月 4

84 426 ヘルパ 檜垣徳太郎先生の訃報・追悼記事　（全国農業新聞、畜産コンサル
タント等） 全国農業新聞その他 全国農業新聞

その他
平成 18 年

10 月 3

85 427 ヘルパ 追悼　西原高一中酪副議長の檜垣先生の思い出　「終始酪農に縁が
深かった人」　 社）中央酪農会議 西原高一

元中酪副議長
平成 18 年

11 月 7

86 428 ヘルパ 追悼　巨星墜つ（関川和孝氏）座談の楽しき事限りなし（須賀田菊
仁氏）など まちむら NOW 日本農村情報

システム協会
平成 19 年

1 月 6

87 429 ヘルパ 佐野宏哉酪農ヘルパー全国協会会長の年頭の挨拶とと檜垣名誉会長
が酪農ヘルパーのために揮毫する写真　

情報誌“酪農
ヘルパー”53 号

酪農ヘルパー全国
協会

平成 19 年
1 月 3
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88 430 ヘルパ 檜垣徳太郎先生お別れの会　（関係 6 団体合同） お別れの会 6 団体 平成 19 年
2 月 21 日 4

89 431 予算
檜垣徳太郎先生に追悼のことば　元農相・元農林水産事務次官大河
原太一郎氏、檜垣さんを偲んで大場俊彦氏、檜垣先輩を偲ぶ松本作
衛氏など

予算懇話会報
第 25 号 予算懇話会 平成 19 年

6 月 6

90 432 競馬

有識者が語る日本の競馬（檜垣徳太郎先生）；馬とのふれあい / 競
馬との出会い /2 頭の種牡馬の輸入について / 国営競馬から日本中
央競馬会へ / 有馬特例法のこと / エンメイ号落馬事故から…競馬施
行体制について / 長沼答申について / 参議院議員時代のこと / 国庫
納付金について / 馬券の話 / 厩舎制度の在り方について / 馬主のこ
と / 賞金問題について / 競馬番組について / 生産対策等の在り方に
ついて / 競馬国際化への対応について / デイープインパクトのこと
など / 今後の JRA について / 競馬仲間、思い出の馬など。

インタビュー
5 回全録

（利き手 佐藤武良氏）
日本中央競馬会 平成 18 年

12 月 57

91 500 DB 原料乳価の不足払い制度と檜垣徳太郎氏（あの時この人 = インタビ
ュー 檜垣徳太郎 , 寺山義雄） aff 農林省広報 図書館検索 Aug-72 830

92 501 DB 農業・農村に未来はあるか : 桧垣ぶし回想と展望 地球社 図書館検索 1998

93 502 DB 全国農業会議所 40 年史を語る会長の檜垣徳太郎氏（あの時この人）  農政調査時報
 （通号 302） 図書館検索 Oct-81

94 503 DB  21 世紀を目指す日本農業 - 上 - 講演録  農政調査時報
通号 424 図書館検索 1992・01

95 504 DB  農業構造政策の基本方針について  自治研究 43（11） 図書館検索 1967・11

96 505 DB 農業委員会法案の構想 農林時報 図書館検索  1951・03

97 506 DB  21 世紀を目指す日本農業 - 下 - 講演録 農政調査時報
 （通号 425） 図書館検索 Feb-92

98 507 DB コメンテーター 自給率 , 実は 50% 以下 （食糧問題を考える < パネル
ディスカッション > 月刊自由民主 図書館検索  1978-08

99 508 DB  21 世紀に向かう日本農業  農政調査時報
 （通 464） 図書館検索 May-95

100 509 DB  わが党の農業政策（政策シリーズー 3-） 月刊自由民主 図書館検索 Mar-79

101 510 DB わが国農業環境の変化（時局シリーズ） 月刊自由民主 図書館検索 Aug-79

102 511 DB 米価問題は新段階に（この人と 1 時間 = インタヴュー） エコノミスト 図書館検索  1968-07

103 512 DB 農業委員会とその運営 - 農民のための農民の支持を - 農業日本 6（11） 図書館検索 Nov-51

104 513 DB 檜垣全国農業会議所新会長に抱負を聞く 農政調査時報
 （通号 302） 図書館検索 Oct-81

105 514 DB  21 世紀を目指す日本農業 - 上 - 講演録 農政調査時報
 （通号 424） 図書館検索 Jan-92

106 515 DB 農業構造政策の基本方針について  自治研究 43（11） 図書館検索 Nov-67

107 516 DB 21 世紀を目指す日本農業 - 下 - 講演録 農政調査時報
 （通号 425） 図書館検索  1992-02

108 517 DB 値上りした牛肉 -- 世界一巨大な日本の胃袋（インタビュー） 朝日ジャーナル
  7（51） 図書館検索 Dec-65

109 518 DB 家畜・食肉市場取り引きの近代化 -- そのメカニズムを解明する 農業と経済 32（8） 図書館検索 Jul-66

110 519 DB 農政への抱負と決意を語る 農林水産省広報 図書館検索  1982-01

111 520 DB 農地改革 50 周年記念の集い記念講演集 農地改革 50 周年記
念の集い実行委員会 図書館検索 1997

112 521 DB 自由化に対処する日本畜産の将来 : その問題点と今後の対策　 農林経済研究所 図書館検索 1965

113 521 DB アメリカの食肉視察報告 日本食肉三水会米国
食肉事情視察報告書   図書館検索 Feb-66

資料；1）有志からの提供資料を山本公明が中瀬信三氏の要請を受け整理したもの。
　　　2）資料番号 1 ～ 400 のものについては、本語録 USB や CDR メモリーに収録しました。500 以降のもの

については国会図書館等で閲覧してください。
　注：1）資料番号は本体資料番号と同じ番号となっています。
　　　2）担当欄の「農会」は農業会議所資料、[ 不足払い ] は山本公明が、「施設」は船津芳弘氏が、「山地酪」

は窪田葵氏が、「ヘルパ」は星井静一氏が、「競馬」は小川諄氏が、収集提供したもの。「DB」は図書
館のデータベースから検索したものを掲載したものです。
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資　料

池袋には牛がいた ～この町にあった牧場～（パート2）
日　原　すみか　　日　原　知　佳　　日　原　未知子

本作品は、昨年酪農乳業史研究（第14号）に掲載してから、日原すみかさんが加わり引き続き調査された池袋に
牛がいた（パート2）である。島田牧場の配置・牧柵・運動場を中心に調査された。島田牧場は生乳を生産し輸送缶
で都心の搾乳業者に供給した牧場であった。加えて北辰舎跡地（飯田橋1－5）・興真舎牧場・小泉牧場を訪ね、知見
を広めた作品である。昨年と同様公益財団法人図書館振興財団より優秀賞、図書館振興財団賞を授与されている。ミ
ルク一万年の会は、ブラミルク＠東京・第3弾で、池袋の森を（29・5・20）訪ねた。その折、島田牧場について日
原親子に調査成果を発表してもらった。熱心に調査した内容にあらためて敬意を表したい。当研究会は図書振興財団
より利用許可をいただき本誌に掲載するものである。

（日本酪農乳業史研究会編集委員会）
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鉛硯珈Lてが地@t苓
硬団t駅べてど謎逹誦3
が結か1:。そ碕魂・
和釦汰8逍リ咲灌諺
→韮副ふ蓮紅着喝宜泣‘リれ1ご。
蒻 氾応れで尺：：し：：：：パ＇J凪心わ易力＼．、あ

ったのがfiそ渇迄叫が―ら

仇回ってスク-lし3し1豆
不名で• Lrゴ51冷11スマ,f.fJ\'なかJtの
C舷が也9た`・れで行3れした。

三
二巧

さ吐1う＄吟てし困、でた℃祁も。じ日lJ珈牧牧1t場号lヽ0つ1:'牧か,Iこ場5力1＼を9tブ｛ ］でみ次かIJ..ざl)わだいI、-"pか3こしれて

氾袋噺＜て＂
場をヤめてしな4::.11C牧場と

やりずにほか 1::. うつった収場1)\• Lう 1Jふ初＼言薗V
切うU忠ぃtした．
Q¥ ℃＇う Itつつ‘'11りれたか

いてんしな力＼‘、5
Q1その1、ビ叫ふ hヽ
ミの四t和J1)Tこいで1、
這べこい瑾心）しク邑呼ぶ匁社双わし（言いて

つづけた牧場に
r立夕直科砂ぐ—共，ていたので書島ビからうつクた牧場
が＇＼斗慎1羞;t:.-うしに食、ついて忘屈へ寸うとえt’~祖た．

ついて

． 
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却 1牧場＼つい砧べる
幽幽睾叫．暉竿匹置い‘`~`··"ぶ

戸わかふよだ渭吃叫虚が
①西菫刊鳥WIりこるしーい忍l違）2(、疇・
知蛉•ふどの拉＼呵応訊喝て：
舌JI¥ 1し、認叫噂喝む：：‘‘1:/3
R只如恣にl'129年19召和3牙）に
ぅっつに。
③戸孔：：：I954年但はIJ29年か
)10昇靡虫翌旦芝l_1ぶび輩写釦二＿
だんだしばつ刀 しゞか）してさて1"1ることtわが）づ
した。

こりわ力＼ったニt...t2人に全支えした、
(155t屑lし材14念I―`きたこ［もあわのガ

〗“`2 て 1.1 て、総悶牧場「ミ っ「又LI9ー
叫 n焚1ここうしLう‘I)¥fl‘5t板逢I::うつった， 7ミ
tiよ悠困牧場りヽやめた(_--ぎく5¥nv'た」
旦浅兄｝）＼‘‘げし7ミ0

①rJ)＜わしい1主ffr ti)_航t ~ンラーネッI-
、し（ヤ7ヽ の心双っかじうし1-し.) 1 〈'況— てみたら、 7」〈と
" 1れ はり加釦l崎叫賃があ＇）す l.l翌ば
心l}淫沢伺滋，てi,tしかしたも＼舌JIl牧号1よ
たの？［見すてホームベシて見てみた~.-t 7,りに

” 
吠凡＂ L力がさ層で古III4炉芍1こっして的いこみに
——•—- -- - • --

＼母長代生こ誌を聞い（みが「く。
_. _ _.. - -- -・--__—-

め叫いしl砂雑樋げ’フ7こLT'すか3
. -

- ―—一、
叩溢澤営（/1いfJぶ牧1.印やが珀`

代祠ti以1ふう和•]に靡 I： の（知1直至印 した，' I
4 - ---- _ •一・ ·-

----
紅つも泊［＾し ‘r J →'‘ 

』，1：プラかうぎtの（＇，•-1~

長し 1 ~I]、5その 1Jさ）力‘j勺う、う

｀しk, —- --- 湿各九3

＼苫祠心四国戸可シ

克った＇）月ーにしたリしi lIこ．

10 

邸失少が活虞ムでしに知に1J.奇牧場
t", 9こ［ヰl、UJnヽった1]ど‘．こ,RIJ屈てお芯環
叫ば9じ砂誌1土ばしたp

癸表会をし1：ら3人で灯fこざtんが為る紅’もkt
間＼、（みJうよ lal勺
ぶ上し
函そ朽場パやが終り叫足（：：ふ
②とうLて 先tのこしたか．
伽唄IJ、C"うしたか．
①fjで牧肴1¥、ビうしたか

釘）場り信ご` ＇） 1Jぁんか。

、t，てiJ...I ばく切祖薗 lご屯誌したが収k
しの、̀ CT~ふたので行，てみ lL7~

“ 
凩＇） Iサ倉圧の会仁が9が地
し‘ざて`しI:C

• 1 

功＇

研ユ屯t'1'1リ1した。
勺＼が今り弥生lヽ営ク,t-ガーJ
—-- --·•_ ←- __  

く、 知伍ぶ．．＇9）IJあ）”IJ‘9~---- e 
［いうお話 と計心した。々 し（木7曰…
てもSl牙し(:,2本ぁ')Jし［ l 

1`:（口各：口しぐ→菫:li
如々か5窃沿d寺に牛lI灯にLI：：：＇｝した crA1 l、7.5ゲ
かホrAかり心，，1こうこと？し（午ばIIこifかが
I又委'4い迅よた1か＇なクえてくバ｛た．
の1ーした5IJ釦の研在小学校が的埼／ー人，た
、応い（リしたのて＇成鳩の水J '|1可字鍔
iこ’行，て胡が生因1クの紀念訊1JI Jし I¥.o
う々した5、〈わし（書いー（むばしIへ、
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試，乞L11·· ~ わか＞ ｛こ -‘Lはわ秤知l/J＼，流れ4タ
和ヽ 酢澪'(4孔.!..J洵（こ近し、なと、 4ク嗜として£し＇
J.紺麻’；た［石うこ口＂す暑そして弔l.tlヽ9年 は 9J々 り中

のか I}叫碩か包にてオI叶()]汀ふぷ品ぶい
嗜ぃt1]'肩 L/-

Q1とっしてK売I乃れ＼T-小
豆勺‘兄溢f豆t：：：ぷ鈷か1誦

行っこ字入tt
')iし！:...'5いぼ
祠叫ダ場
lごった<1)'I、奴＇J
知，てし`うしr<o 

ll冠10直叫そくの改立＇入をな杓

戌か吋11心 1̀.”‘sJ..研たぢ9呪うボJし‘

叫て”'つ‘I15・がIこ、 ／ヽー一巧§
〇父々の1如弘lミカ、 ＼ 
”甲島h珈庄叩叫炉食ぅ汀I、̂ f肛（池 1~1)
上林1中向にll.'知、有のため岬I迂1J苦4かかfてl]こ労杓
”')Iこし｀（いうれが L ヽtかなえるたか：：“4n しf;r,,t, · •Jj ll,q • 

鵡でl]1、°ヂうl)!Jご'J力‘5だIJ幻！柑titrふる｀
び‘'わが}-;}.した。

3ユ

唸）こうしん釈？ Vヽてしがべ‘5。
，9,”八｀

わたし叫乳が＇汀す
きなわt‘くごっしん含釈ゴづ
ン冬lぎ；うとしてっづ‘いてい5ここば
っ＼‘てしりゃよしtら

まずばし灯，、万しん含

力＼＇、ど`メ な叙場にtこ刀t本てしらべ‘」し1こ。
rざl↓勺いらのさ｀`lぞう」℃匂ねはわねぇちゃ
人Lわ□点が‘L訳 印叫ぷ＜乃tご
l:tキがいrが［和ムヘ°ーシ＇ ：々にご？しCl忠
¥ fこ。

しーりへ‘` たけふ
咬うし卜合のだし＼ー1吐『力＼＼1，¥.,IIfふくら炉な

うし：、虚，1勺
沐叫ふ｀区乞らくおわっガ三丁日にわった，
°叫アク7ウントガ＼＂h i、一ぐ、 し巧‘／卜℃tふ｀ t'＜方 l以ばいも す`るこうし、ようI!'
心うぎ戸m十名しやさI--tf)中でもふるい秤Lや

ら々

晃會たミこ

牧鳩平碍m直 Jう加1J,7し＼るこしがk，り九iL1：：：ヽ
七知這へ‘‘た詩Iに屯ぶ双‘‘u:.g人家trg:5んう．
℃社，北叫如双匂tt文IJみリタもんて｀‘し 7~
知 l朽希の佗してん競1さJ~ t知1れ 1j、し＼ I花、、
四i]ミ心さ℃瑶とゃ切但炉 1凪見lこJ1Jえ絲
令口Tこんでし、Tこヵヽ 5、い｛んしÌl)やめた＇）した 9 6ヽ
もしかたfふJ)ヽ .,Tこh‘tし,lll¥ lて1,
，ろ）'¥4如暑の人1̀5はやさし1J‘ったんにな江忠
ぃiし1Z1'

33 

さ“)1つt、うf;。
・0頃わ1ねj_ちは仇八十ft曲：f知場そがら
しくつも7で600巧噂けを加いた
°し砂ね0ね人に巧ざょm..,ぅm，が`＇ャガ＼れて
似なる。しかl つ力＼••1Jり（吋訊訊バが ヽ
な（なな

崎仇られい1人l；↑が統な訊ここうし・ょ）を
1: てて、［さり屯も）ービしれ•幻み
叫＇moね人にしぅ伍＇ぶj l:知々 砂る^
ォ¥-L、へ゜ーグデジ配＇りのかゆみ）
r5I九‘切ざ‘M̀ う年：＜うtJ.lヰがり‘r、-J
刈。

L如くて臼f：、ヽ Lは、ミルク7万； I-カ＼‘、ある
田八き＼‘炉91ご； f:乙し‘．うヽ、乙ですn、‘、ル
ク7゚1`ノ トもっ⑭れない 中`叩‘巧
ぃぷ堺場ばりか喝訳ヽゃ砂
げ lI叫なか11ご尻` 大今いtゎオ‘りが九
八ヤitmt̀tJ杓0tうまrキか＇’け‘応屯ぉ
t̀ ‘うきでい叫いIJ.、知げ‘l叩分ントが＇わ， I．て
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妙竹''1]られていた‘濯‘ゎI1似し1、90

tしておね灼｛い卜‘ なし‘‘ように｀

は約をしいfこ讐そLi<6、しつもL刀l
m‘‘よし1、-.

國・
切只り‘~~-~＼ばなt:、し 1、-p 9l i
-- -- --- -

叫tぷく知牛『し如竺知屯．^ ！ 
。ゞ町―「つっ寸m..1：いへは'̀ 、I、ーわか

＇よ？
可fJ~シン令も勾叫？払してみ缶
し1叫叫いき1:.か1<しft‘み奴て＼つtAし
叫h1し1渇あ＇へんじ‘tLしいをお〈，て出JしTゞ

J→‘J礼乞うからハら＇へ人し’̀

，り恥よ、よ肝やす、てし1`ーしみやす¥'()は` ‘l
ほ`うたっヵ：K(J
。い1ぶ＇｀叫四屈いかいれかし ‘d

1:'̀l1““j4I..b, a¥  i]、¥9バI.りが＼
巧、し＇朽がし｀ 、社乳tt̀` □l/るここ、
ぅ ＇叶る、ーもか ‘1こ＼、へL々

iヽ

ちャんがりを双，tでも孔 ＂も 炉｛ヽ
し）よし1:.

ぷふ｀｀｀位とわ
的 7゚ 紐t,¥.tiuじ、人功＇f1:t易r、-",t：：：料，
◎和ど` tjがT:d‘o
叫ぶくうが切1、→‘ぃーはJ.はけれか恥召和，しょう
叫：：l‘1叫湿kt吋，て＼‘f心＇9¥.,り叩かきそ、9
加約,1. ~l•、人印ゃ、tヽ寸な｀W‘!)‘らかいしtしこすらたKに、
7ヽが‘し‘'とをが1る1ぷJゞう）＼｀7tふたれ得を位・Jんヽf
心中心、む叫lf、 9

が出け‘しみ紅てもサ1わな訊ltn1Jまえをh
りptにし1：り只G叫Lたして＼’3という、‘び'“"し1シ
牛認永‘→f5; tt 7 1ヽ （松‘t□1'和 1<tごt瓜` t 
t'{rてn

tいう区は、わわダいl‘ら℃いうた` 叶`‘つつ＂↓ I
ていわけで1けなくt'L)Iく`し〈れが`VJ,I、ーかゎ
”弔も戸＇‘け叫 1:。平囁いい7んした
もt'l:．，口 Tか、化tこ乙わ＇んいます．

38 

以t}に、し1こしtr約がようし：力＼＼1人は`
応，t、̂＇‘仇`ん mrもし‘t力I1¥r、し`し‘ぅ、、とかn
叫しI:.。そしていな` く〈初初しそ人か‘¥‘か¢YJ)グ
紅 0 、ヽ しヽも、もしし‘たらぶ心〈う
叩しり乳初戸‘る力＼仇杓
/J̀¥‘℃し‘う、‘訊`＼し1泊．しし］にt:
¥,,‘いなtわもし寸した。1・l,}'厄勺ば71'

机心）

｀悶霜界心f:11h峰冒:皇り
きがかかねて、しこam叩やりなり杓
ば‘いげなれたがわ、かt'応Lt牧頃ぱ
幻`、いぶが↑人八十lじ市に応かに
℃ ¢わかし）いt、ー・

も℃ここうし人含いいも：‘<勺g町の炉じ
いtちにいてみがにそしt、ーが沼 ＇いな1¥‘

星"... ` 、ーで‘丸`ガ‘し牛た方がれt］科’しをた
しび）lt l‘1、,,.こした玖かえ炉，乞ね人わ‘ね久 ・
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よば）
屯笈嗅＜て‘叫しなが注兎1]Iこ41号.. ... —··-.... --..'--.--· ·•冨り· • • -• 一 今~ヽ▼一—• -

. lシ．つし＼t 

2つの知羞t絹べも必で豆いうこしとが‘し、えぅ

のか充え口埓した。そしlミ5位国3年：：：皇島匂か5
衿車互幻しているミLがわか＇）がた 6これは、
怠巴4ダ場がやめ「こ牙ーい恥でした。や』四
ふJ113,;i如認奴見見l己如恥＼、あ匁直麻0
甲 l` こ`の池袋ど胚崚匂召冴知暴！ことってぐぎリの
幻払rこて思し、サ ．． ＿ 呵
それか5合も糸元I]てるコーシン乳菜鰭合が5
苺碍孔11ら双□＼、わかリ、みんTjゃめう意吐加
mヽIはし応
そして名かIコ lつの勿嗜祖#J~rJ、小学校ゃ幻
紅囚ー、公＼裏lこ勺，［l`4し［こ心l・和、o/_ctr：：：玖＼‘‘
育っーのI―ヽ 、広いェ迫7)やダ＃1こか..'>‘砂嗚砿＼ヽ L心
t生かしT:..に1→t思いうす土年J、先夕喝毘亦ェセIょ
仕た： t｛B1丸に1i .5=L5眉~5れていたんて‘
伍 .1)1こしl:...5IJへそれにつ9双わえて、ミ也極の森
t,)べめて、広いい也t生かしてうともた5のため
がしtフiこ1j..,ていたというここを条I];Zliしい

tす，
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合周べて
口

わかたご℃
＇ がゞ ひっょうて‘した。や心名古゚')4知易tやめしし弓う

-4ポいたミtも の11、しかlミtJいこ乙てした。

いなくなフた：：：と毛

む7乳以捻た—
,o 
iしI迄

． 

l 

” 

L
 

唸．こし‘しこ刈こ戸 八｀＇へ応•
穴是賃《`ど哀ぷ賃：、げ、;fr翌‘
輝ヽます。
らね人やか‘t沙）1：、しま困和訟叩‘、、し
応衿て、より，て` ず・でいし[5: ¥3(、し`つ全1..、キ
加いたか肛的封んで'm.il:、、メ］も、し．ハ＇({
町L：いです。
しがl爪拭場ししついてえいて、[Iいた＇しれ訳＇’

紐‘てm、7mれパぷ梵＃謬1d‘?t 
ぃt:d)[]すさい℃か｀もいれに収渇1I',9」'く！ふ＇つ

f：：：〇ば、舒んfn1:'(f)/：・ロりんいます，f¥.一
知なぶ‘況加祝rヽのわらし｀l::...恥
厄f̀r'りわ＇も逗れい ‘1：立を｀｀ナ、
八叫↑＜いで` ぶた＇砂， rし＇む □`q叫
に邪悶 T:91へたもいク、かは舌人をt：：て1、もい~ ¥ l 
わ‘もい由にそしrてo，しべも的え5いず＂（ヽ
＃わい0人直ても0える詞渇いまlf::-~ 
西いか人1古ほ］忍沈ぐ）して吋tるt“
し‘杯

す村か

含知謹ヽてみt未ぎに応rこですり
料設切応1こう紅ぼ知ミ叫紅｝炉‘5ず

1こ豆沢‘fこかいしれ狂いみのプーフ叱．も ぅ`合可i¥

虚うこ吐なかふかも凶紅ん．

｛のテーアt閑ぃr.f碕り丈べん1がわかリう
した．
ざばぅ奴んll-、学生峙代`か5平入場の4名し1よこv.・
が？ぶ` 一うした。rkしIJ.い．双営に入，｛先生lこ
fj,7こそしで` う］んり1、‘`こか1)が）iした。
りI↓し少I炉j5いたいです。
池知近くにI),1：：： 4?.>-易!3与IJ逗 rJl [ < £'、ブ
l: fよ（い ~I Jじみな双〇こしい人た 5 な人’ごと尽
ぃ丸 I::.。斗炉ぷ旦加セ I;:. ふ訟iiゃ•氾·もり吋
刷）い℃も7::.5カ＼ズがら‘tlヽ てくれt4ク場を¢ユt、7ミ
)..1:5し、りた5もC：みわ CTごと思＼ヽ1兎
似も知場如直 Iミあったこともみ店fミわnら
て1れと知5ボ‘前｝り出tさうした。・
1よ{、1位久湯葬虹うにゼフめ．ぃ害ぎ U島匹4ク場
”り池袋叫i：：：：ィいA11:・が紆立以tか、シ包袋
以た5tかJ1¥勺`兒1::..<うと忠ぃiしそう9江 I.::.(Iんの人
た.~I こお1.［し””‘5、ゼ’z,.f乍 ..CiiL t、て‘`す。
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胡が砂召91でわ＼9 3k尋知免見(J昴のかな？とィ々rーし7-::

P..: '.1庄l 't.ゴ ‘.2年暉知心ば、紐として咽免がI♦ゎ， 7：
凶叩 rJ糸i界か＇で3 しf~o.恥ク帷f':ら砂，刀企孔屯玲残＼
1J,柑しい＄脊，11が1dlぼした。節r訊べ充分（ヵ紆］か、＂力だと
尺、，3す。息叩叫な孔計しく知＇）忍叱；紅召．

こ叫碍を髪、島klてし応I③ 1こし 、々 Lて：也袋の表凡光や文化』歴

史的4西 1直J屯見"'!{~め 1 ；も澤幻因追E遥治に
凶）か湯紺心忍加啜見サ如“3邁 lて臼
伺がて＂認：：：：しをして、ぶfこゞ q危えてい 3北

訊ヤ輝Ll紅衿珈叩<*Td)か炉I.、い冥
3 した。杖も全 ll わ合がJ4知Jfヽ•名を出してく中「リ、エイ籾ダ，
tして復.~l を作，，てく姐しr:. 乙)..tし自如得意fJさとを生かし r<.
邸ので豆滋IllてfJ_’ほし1~. 叫知9月てぷ知吋（こら
\”、青ててもり.rこt:;.~心す。
ヤ包身 ：心伐祖しし、1'叩るかm牡ダさんにつl濯メ令り 1こ
浜＼べ釦1綿載'<:Kのゎ話を即、炉加い叶脅ばを令伝ぃ
”・ら均1て和て‘¥、F:r議鈴玲T3し19.｛レ(1いうと、奪庭
消惰瀑由に勅rて、、こ炉Iら追fて、，るので{:rt恥，「砂3したp
れし1．非臥へる釘苓lteJ)じて屯J14凡3b知 l叫わ1"1~]「て．．気f手ら＂
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エッセイ

人類の祖先は、数百万年とも言われる長い間、狩猟や
採集によって食料を獲得して来ました。しかし、約1万
年前の農耕・牧畜の発明により、人類は計画的に食物を
生産し、貯蔵することが可能となったことから、それま
で家族・親族単位であった人類の社会形態は大きく拡大
し、多くの人々が定住して社会生活を営む様になります。
まさに、農耕・牧畜の発明によって文明が始まりました。

こうした農耕・牧畜の発明の中で、動物のミルクの利
用は、特別の意義を持っています。

それまで、狩猟によって野生動物を殺しその肉を食べ
ていた人類は、主に山羊や羊などの小型の草食動物を家
畜として飼養し、必要な時に動物性たんぱく質を摂取で
きるようになりました。中でも、家畜を殺さずに活かし
ながら、搾乳しミルクを利用するという方法の発見は、
動物性たんぱく質の日常的な摂取を可能にするという意
味で、大きな革命でした。また、このことによって農耕
が困難な乾燥地帯へ、人類はその活動範囲を広げること
ができました。

もし、搾乳という牧畜技術の発見がなかったら、人類
は身近な野生動物を食べつくしてしまい、また、その生
活の地理的範囲も限定的なものとなり、現在までの文明
発展の歴史を辿ることが出来なかった可能性さえ考えら
れます。搾乳による動物のミルク利用は、文明の発生と
人類社会の発展にとって、大変重要な意義を持っています。

野生動物の家畜化のどの段階で、搾乳技術を発明しミ
ルクの利用が始まったのかは、大変興味深い問題ですが、
最近の考古学研究の成果から、家畜化の始まりとミルク
の利用との間にはさほど時代的な差はないだろうと考え
られています。（平田2014）　

人間によって囲われた家畜の中には、子に上手に母乳
を与えられない母畜や母親を失った子畜が必ずいます。
自分の子ども以外には母乳を与えないのが野生動物の本
能ですが、人類は、母乳を飲めない子畜に他の母畜の乳
を与えるという「介入」を行いました。このことは、世
界各地に住む遊牧民の文化人類学的な観察研究からも確
認されています。（小長谷1991）

こうした野生動物の母子関係の管理を通して、比較的
短い間に人類は搾乳技術を発見し乳利用を開始したので
はないかと考えられています。（谷2010）

このようにして人類は、動物を殺さず、その子育てを
手伝うことにより、異なった種との「共生」を実現しま
した。さらに、哺乳類に共通する根源的な食べ物であり、
そもそもそれが「生き物」でないという点で哺乳類にと
って「唯一の食べ物」である「乳」を、種を超えて利用
するという、革命的な食糧獲得の手段を手に入れること
により、哺乳類である牛や山羊・羊などの存在意義が拡
大されることになりました。（酒井2015）

人類が、牧畜と乳利用を開始してから約1万年が経過
した現在、牛や山羊・羊などを飼養し乳を生産し利用す
る「酪農」は世界中に広がり、いまや一年間で生産され
るミルクの量は世界で8億トンを超え、乳の生産を行う
牧場の数は世界に約1億戸もあります。（JIDF2017）

それらの全ての牧場で行われる仕事は、妊娠や出産、
子育てを人間が手伝い、家畜を健康に管理し、安定して
乳を生産し利用することです。まさに家畜のいのちに寄
り添うことによって酪農は成立しています。こうした「異
種共生」を前提とした酪農の仕事が、約1万年間、人間
の手によって続けられてきました。持続可能な人類の発
展にとって、他の生き物の存在に感謝するという「いの
ち観」の重要性を、われわれ人類は、常に酪農という仕
事を通して確認してきたとも言えます。　　　　　（終）

参考文献・資料
平田昌弘 2014　『人とミルクの1万年』岩波書店
小長谷有紀1991　『モンゴルの春』河出書房新社
谷　泰 2010　『牧夫の誕生－羊・山羊の家畜化の開始とそ

の展開』岩波書店
酒井仙吉 2015　『哺乳類誕生－乳の獲得と進化の謎』講談社
JIDF（国際酪農連盟日本国内委員会）2017　『世界の酪農

状況2016』　

（2017年5月9日）

酪農のいのち観
前　田　浩　史

一般社団法人Ｊミルク　専務理事
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トピックス

ブラミルク@東京第3弾 
－ 大正から昭和初期の東京酪農の足跡探訪 －（第3報）

樋　口（Andy）建次郎

ミルク1万年の会主催の「ブラミルク＠東京第3弾―
大正から昭和初期の東京酪農の足跡探訪－」と題して平
成29年5月20日（土）に開催された。昨年に引き続き
乳文化に深い関心がもたれた、乳業メーカー、大学、行
政、報道の関係者約25名が参加した。本回の主旨は「日
本の近代と共に明治初期に生まれた東京の搾取業が牛乳
消費の普及、都市の拡大、関東大震災、乳処理技術の発
達、衛生取締強化などを背景に、酪農業と乳処理業の分
化、本格的な乳業資本へと変化する大正から戦前期の酪
農について理解を求める」ものであった。

当日10時よりABC池袋駅前本館（JR池袋駅東口）7
階の会議室で、挨拶と主旨説明を代表世話人・前田浩史
氏、主な見どころについて、日本酪農乳業史研究会事務
局長・矢澤好幸氏が講演を、探訪ルートについて、世話
人会の信戸利一氏が説明された。

引き続き「明治・大正期における酪農乳業産業の生い
立ち」と題して和仁皓明先生が講演された。先ず酪農乳
業の夜明けであった幕末の頃の状況について説明されて
から、明治政府の畜産振興の流れ、更に明治期酪農の3
方向（①雉子橋→牛馬会社→牛乳②嶺岡→御料牧場→煉
乳③開拓使→北海道酪農）、東京牛乳搾取組合の創立と
役員構成、明治期の牛乳関連法規、煉乳製造技術（井上
釜・花島の真空釜・品質問題）、煉乳工場の集約・搾取
業から市乳工場へ、市乳の革新技術、和田牛乳の歴史、
愛光舎の歴史、乳業者の分業集約、乳業企業合同の動き、
東京牛乳㈱の発足など、幕末から終戦までの酪農乳業史
の概略を懇切丁寧に解説された。

１．島田牧場の跡地・池袋の森（池袋 1丁目
7-10）

島田牧場は明治末期に島田善三が創業した。牧場の跡
地は、現在豊島区立「池袋の森」なっている。牧場の末
裔島田銀蔵（東大名誉教授）氏が戦後豊島区に譲渡され
た。この森は大木の樹木が生育していることから、各種
の野鳥も観察される。公園の中央部に池があり、往時を
偲ぶ牧場の井戸が残っている。良質の地下水が豊富で水
を使う牧場経営に適していたのであろう。当時の牧場規
模は乳牛18頭（牝牛17頭・牡牛1頭）牛舎1棟35坪、
運動場196坪（牧柵）、搾乳量90斗（年）1620㎏、使用
人2名、創業明治40年から昭和3年迄21年経営してから
廃業、廃業理由は環境衛生、（日原資料）であり、系統
繁殖で飼育した乳牛から搾った生乳を都心に出荷した牧
場であったと思われる。当日は日原知佳（板橋第五小学
校3年）さん、日原すみか（小学校1年）さん、日原未

牧場跡地で説明する日原親子

和仁先生の講演

パワーポイントの表紙
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知子（母）さん親子が調べた「池袋には牛がいた」につ
いて報告会があった。日原親子の調査報告書の労作にあ
らためて敬意を表したい。

２．愛光舎牧場の跡地（板橋区栄町 9-5・
13-6・18-10）

1899（明治32）年医師・クリスチャンであった角倉
賀道（すみくらまさみち）により創業。天然痘ワクチン
製造のため、牛飼いを始め、渡米視察を得て翌明治33
年に市乳事業に進出して酪農先進国に倣って蒸気殺菌牛
乳を売り出す。1905（明治38）年、輸入したホルスタ
イン乳牛300頭余を擁する大宮種牛牧場（埼玉県）を開
いて蕃殖と改良、優良種牛の分譲を行うと共に、東京、
神奈川、千葉、山梨、静岡・北海道に計8000頭を超え

る育成預託牛を置き、各地の酪農の普及に貢献。1913（大
正3）に巣鴨から板橋競馬場跡地に牧場を移転した。上
野村（現在の彌生町）村長の長男に生まれた出納陽一は、
札幌農科大学を卒業すると愛光舎牧場で修業し、その後
北海道に渡り日本の酪農の先駆者となった。また牧夫で
修業した人々が郷里に帰り愛光舎の名前を貰い牧場経営
した事例が全国に沢山ある。戦後牧場の関係者であった
大木和三郎が板橋を拠点に（㈱）愛光舎として乳酸菌飲
料を製造販売したが、1965（昭和40）年頃操業を停止し、

日原親子を囲んでミルク1万年会の参加者のみなさん

取材に応じる日原親子

愛光舎の説明する矢澤氏

愛光舎販売店を探した前田代表

販売店で取材するみなさん

大正4年頃の愛光舎牧場

品牧新掲板含光兌

・・，，●シー..+9 べ士"..，，＊

祝下 の勺▽
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現在メグミルク愛光舎販売店になっている。そして工場
跡地は、マンションになっている。

さらに牧場跡地には、愛光舎を捩って、愛マンション、
愛光マンションなど集合住宅化され当時の面影はない。
しかし周辺に住む古老に話を聞くと、乳牛が放されてい
た当時の牧場を懐かしく話してくれるのが唯一の証であ
る。

３．積田牧場大谷口搾乳所跡地（板橋区大谷
口北町 90）

石神井沿いには、戦前から多くの牧場（積田牧場、𠮷
川牧場、山桐牧場、
愛光舎牧場）があ
り、嘗ては麦畑と
野菜畑の田園風景
であった。吉川牧
場は1928（昭和3）
年に上板橋に移転
して来て大きく発
展した。そして都
心部に牛乳を供給
する酪農地帯にな
った。しかし人口
が増え近郊都市に
なると、𠮷川牧場
は廃止された。そ

して用地は現在の彌生小学校・まきば幼稚園に生まれ変
わった。往時を偲ぶポプラの木が現存している。

また積田牧場は、池袋から1950（昭和25）年頃移転
してきて50頭程飼育して酪農経営に専念し大谷口搾乳
所として活躍した。当時25戸の酪農家が組合を結成し
て乳業メーカーに生乳を出荷した。牛は石神井川の土手
にも放牧したという。現在でも門柱を始め、牛舎、生乳
冷却所が現存している。1978（昭和53）に廃業した末
裔の積田美代さんは（90歳）は「毎朝3時におきて夢中
で働いた。周りは田んぼで家もなかったと」いう。

石神井川は当時氾濫が多く現在河川改修されて櫻の並
木になっている。この地域は小川が多く、農作業に行く
ときは板を川に掛けて渡ったという。（板橋の由来かも）
小川の痕跡として、石神井川には暗渠跡が多く存在して
いる。これらは牧場の水供給源にも深い関わりを持って
いるという

４．籾山（もみやま）牧場跡地（豊島区南長崎
6-9-11）（現在・ベルデ南長崎マンション）

1885（明治18）年、当時の御料牧場の波多野尹政の
経営によるものを、大正初期に陸軍大将（帝大獣医科卒
業）籾山英次が継承した。乳牛の種類は、ホルスタイン、
エァ⁻シャー、ガンジー、シンメンタール等190余頭で

積田美代さんに当時の事を聞く前田代表

積田牧場の門柱と表札

籾山牧場跡地の説明坂（今は無い）
（上）石神井川沿いにあった牧場

（下）都市化と乳牛
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した。牧場面積18,000坪（内農場14,000坪）、その他千
葉育牛部（農家預託）、長野分場を有していた。特徴は
飼料の自給政策であったこと。種牛の分譲、実費の種付
け、生乳卸売、乳製品の販売、学校実習用の農場提供な
ど多角的な事業をおこなったという。

しかし1923（大正12）年の関東大震災によって、都
心からの住宅地化の波が押し寄せた。面積の広い牧場は
分譲宅地化が進められ、籾山牧場も西側3分1程が宅地
造成された。その後1,927（昭和22）年、小児牛乳㈱長
崎工場となり、低温殺菌機を用いて均質牛乳を製造販売
した。1940（昭和15）年明治製糖（株）の系列になり、
東京牛乳㈱豊島工場になり、アイスクリーム、プロセツ
チーズの工場になったが1994（平成6）年に操業を停止
した。その後、総ての土地が宅地（マンション）になっ
た。当時を偲ぶ説明の看板があったが現在はない。周辺
の古老によると運動場に放牧されていた乳牛の話を懐か
しく語ってくれた。

５．安達牧場跡地（長崎町大和田 2109・
現 南長崎 2-19-20）

長崎村の旧家に生まれた安達慶造は、29歳で分家し

て「安達牧場」を創業した。東京市内では牛乳や乳製品
の需要が高まり、まさに時期を得た起業であった。主な
販路は、地元長崎や落合のほか、市内の牛込区、小石川
区がマーケットの中心だった。雇用人も25名いて事業
は隆盛を極めていた。

1972（昭和2）年、結核に感染した乳牛の牛乳が売ら
れて居る事が門題になり、警視庁は「牛乳営業取締規則・
改正」を発令して牧場の衛生環境の向上に着手した。足
立慶造は、早くから低温殺菌牛乳技術に取組み1929（昭
和4）年には「低温牛乳足達牛乳」が販売されたので、
広く名前が知られた。

同時に衛生的で信頼性の高い安全牛乳「キングミルク
（牛乳）」のブランドを起ち上げた。門前には牛乳運搬用
のトラック、大八車を改良した牛乳配達車が並んでいた
という。牧場内に牛乳工場があり、毎日搾乳した牛乳は、
低温殺菌した後ガラス瓶につめ「キングミルク」の商標
入りで市内に販売された。

その後、東京牛乳統制会社の組織再編により、東京保
証牛乳㈱となり、雪印乳業㈱に譲渡された。その後雪印

看板の説明

分譲地のチラシ

雪印の販売所の頃

当時の安達牧場の工場内部
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モーモー広場のいわれ

池袋地区は、明治末から大正時代にかけて酪農が盛んのところでした。明治44年頃に
は牛屋横丁（ぎゅうやよこちょう）と呼ばれ、60軒ほどの牛乳屋と牧場がありました。
牛乳を運ぶ様子を見て、その頃の地元の子供たちは「牛屋の車はガーラガラ、あとから
お日さまキーラキラ」と歌っていました。つまり日の出る前に牛乳を運んでいたからです。

この様に長閑な農村も、宅地化が進み、現在の住宅街に変わり、防災コミュニティの
目的で「辻広場」が作られました。当時の牧場をしる古老の思いによって「乳牛のモニ
メント」が作られ、通称「モーモー広場」と呼ばれ、往時を偲んでいます。

＊本掲載文は、「ミルク一万年の会」によるものです。

モーモー広場の看板について

ブラミルク＠東京第2弾（平成28年5月21日）で尋ね
た「モーモー広場」（豊島区東池袋5-26-4）に豊島区都
市整備部地域まちづくり課と交渉相談の結果、同広場に
説明たて看板の設置する事が決まった。（大きさ：W450

牛乳の販売店になって営業を続けたが廃業している。な
お同族が近くで販売店を経営している。工場跡地は、閑
静な住宅なっていて、牧場のあったと思われる場所は、
現在駐車場になっている。当時をしる近隣の人々は、運
動場で牛が放牧されていた事を懐かしく話してくれる。

６．懇親交流会

今回は、池袋の森から板橋方面の愛光舎牧場跡、積田
牧場、電車に乗り安達牧場跡地など晴天のところ1万
5000歩を歩いて貰った。池袋を中心にあった牧場も板
橋方面に時代と共に酪農地帯が郊外に変化した証である。
疲 れ た 身 体 を 池 袋 の 繁 華 街 に あ る、Apt cafe 
.83 By hacocoro （豊島区南池袋2-17-1第3岩田ビル）
において「一万年の会旗」と沢山のチーズが待っていた。

ビールや酒で1日の疲れも、癒してくれた。さらに店
チーズとお酒について説明する和仁先生

×H600：材質アルミ複合版：表地面カラー：白・文字：
文字：耐久性・油性インクジェット印刷）

ミルク一万年の会における、東京都内の乳文化の痕跡
地を訪ね調査し後世に伝える運動の一環である。

看板の内容はつぎの通りである。

長はチーズの醍醐味をふんだんに提供してくれたので
「すきになってためになる」をモットーにする会の合言
葉により楽しい一日であった。

（ミルク一万年会世話人）
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書　評

秋谷忍著
『前田留吉物語』
矢　澤　好　幸

この書籍は、郷土史研究家秋谷忍（あきたに　しのぶ・
1937年に石川県珠洲市生まれる）氏が上述した「前田
留吉物語」である。前田留吉は千葉県白子町に生まれ、
日本初の牛乳事業に成功した郷土の偉人である。千葉県
白子町「文化財を守る会」は、多くの町民や小学生、中
学生を対象に、前田留吉の人生から不屈の精神と努力を
読み取る事が出来るように、平易に纏めた書籍であると
著者は述べている。

本書の内容は、縦書き文字の105頁で構成され、約
100枚の写真を用い、且つ各章毎に単（熟）語の説明と
解釈を付けるなど丁寧に構成され大変な労作である。発
行元は白子町教育委員会である。目次は、一、明治天皇
と前田留吉。二、前田留吉の少年時代。三、夢を追い求
めて苦労の仕事時代。四、日本で初めての牛乳搾取業。五、
東京で大活躍するきっかけ。六、病牛の悩みと甥たちと
の協力。七、留吉の更なる夢の実現。八、良い牛を求め
て更なる発展。九、前田牧場は息子や甥に引き継ぐ。資
料編。一、乳業で成功した前田一族の家系と相関図。二、
留吉が江戸で仕えた脇坂安宅。三、横浜の開港の頃と井
伊直弼、四、留吉にチャンスを与えた由利公正、五、幕

府が経営した嶺岡牧場、六、明治天皇と松本良順、牛乳
搾りをご覧に、七、前田喜代松の活動、八、前田源太郎
の活動。九、伊藤左千夫の牧場経営（成東出身の作家）。十、
乳牛飼育に関する豆知識。前田留吉年表（江戸・明治・
大正・昭和）。参考資料。となっている。

著者、秋谷忍氏は本書編纂にあたり、横浜外国人居留
地、日本大学生物資源科学部（日本酪農乳業史研究会）、

（公益財団）中田俊男記念財団牛乳博物館に出向き取材
を重ねると共に、白子町前田家直系6代目の前田良子さ
ん宅を訪ね、豊富の資料を収集し纏めた努力家で

多くの写真を掲載しているのも取材の結果である。
永らく神奈川県川崎市立小学校（教諭・教頭・校長）

に務めた教育者でもある。そして白子町浜宿に転居、千
葉県郷土史研究連絡協議会常任理事、外房白子中心の郷
土読本シリーズの編纂にあたり多くの書籍の執筆者であ
る。全国各地には酪農乳業史上に於いて偉大な先駆者が
多くいる。何とか発掘せねばと日本酪農乳業史研究会も
重要な研究課題の一つである。此の度、前田留吉を最初
に地元で取り上げてくれた秋谷忍氏に深甚な敬意を表し、
是非一読していただきたい書籍である。
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書　評

和仁皓明箸
『牧野のフロントランナー 

 ～日本の乳食文化を築いた人々～ 』
（デーリィマン社　2017年）

前　田　浩　史
一般社団法人Ｊミルク　専務理事

本書は、筆者が2010年3月から5年間にわたり、業界
専門誌の月刊「乳業ジャーナル」に連載したエッセー「醍
醐随想～乳を食べる文化への誘い～」の中から、近代日
本におけるわが国酪農乳業の産業的発展の礎を築いた
人々を、「フロントランナー」という切り口で改めて整
理し記したものである。

ところで、「フロントランナー」とはどのような人々
を指しているのか。この点について、筆者は、「はしがき」
の中で、その業績に対する「評伝や報道が沢山あるよう
な人物」ではなく、「当時は十分な理解が得られず不遇
な生涯を送られた方」とか「業績を広く知らせてくれる
機会に恵まれなかった方」を取り上げるように心掛けた
と述べている。その意図から考えると、書名にある「牧
野」とは、当然、「酪農」の生産を指す訳だが、合わせて、
近代日本のために、さらには日本酪農の未来の姿を夢見
て人知れず孤軍奮闘した「在野」の人々という意味を持
つ掛詞なのだろう。

なお、本書は、その副題にあるように、日本における

乳文化の展開をテーマとしているが、これまでに刊行さ
れた他の乳文化関連書籍と異なるのは、フロントランナ
ーの業績として多くの技術的功績を取り上げており、こ
れが本書のひとつの特徴にもなっている。この背景には、
著者の特別な視座があるのだと思う。筆者は、乳に係る
食文化研究について優れた幅広い知見をもち、日本を代
表する研究者の一人であるが、もともとは大手乳業会社
の技術者で様々な商品開発にも携わってきた経歴を持つ。
現代の企業組織においては、技術者や研究者は表舞台に
登場する機会が少なく日陰の孤独な立場にあるといった
印象を持つが、日本の近代化は製造業における多くの技
術革新なしには語れず、わが国における乳文化の近代史
は乳業技術の日本的な展開と深く関係している。本書は、
その点についても光を当てており、乳文化研究の方法論
的な提案でもあると思う。

さて、本書は16の小編で構成されており、大雑把に
区分すると、最初の9編が明治維新前夜から戦前、残り
の7編が戦後から現代までを取り扱っている。しかし、

二

ばくや

牧野のフロントランナー

日本の乳食文化を築いた人々

和仁皓明

デーリィマン社
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もともとは、筆者が雑誌連載で書きためたエッセー的な
文書の再構成なので一貫した時代的な文脈がある訳では
ない。ただ、全体を通して通底する筆者ならではの視点
があるように感じられる。敢えてそれを評者なりに整理
すると次の4つの視点が浮き上がってくる。それをもっ
て本書構成の解説としたい。

第1には、日本の近代化の端緒を開いた明治という時
代に酪農乳業を世に登場させた人々の系譜である。それ
は、タウンゼント・ハリスに始まり、前田留吉であり、
蘭学者の松本良順であり、それらの影響を受けて旗本屋
敷の跡地で牛を飼い始めた旧武士たちの「文明開化とミ
ルクをめぐる冒険物語」でもある。また、宇都宮仙太郎
や出納陽一、佐藤貢など、現在の北海道酪農の原型を築
き上げた明治の終わりから大正期の人々の系譜は日本酪
農をめぐる思想的系譜とも呼べるだろう。

なお、前田留吉については、彼が日本で初めて牛乳販
売を始めたという通説があるが、筆者はこれに対する反
論を展開している。これは筆者が良く話す「孤証は証な
らず」、すなわち二つ以上の証拠が提示されなければ、
それを歴史的事実と特定するのは困難であるという歴史
研究への真摯な姿勢を表している。

第2には、日本の乳利用の展開を技術的な文脈で解釈
しようとしている点である。

岩山敬義から始まる国産煉乳製造に関する技術革新の
プロセス、ホルスタイン牛の導入や普及における町村一
家の貢献、カルピスを誕生させた三島海雲などの日本が
誇る乳酸菌の研究や開発の歴史、チーズ技術の普及にお
いて異才ともいえる藤江才介の奮闘などは、日本の乳業
技術の土台がどのように形成されてきたのかを知る上で
重要な情報である。

第3には、戦後における日本のチーズ生産を時代区分
し、それぞれを代表する人々を取り扱っていることであ
る。

筆者は、特にチーズに関する深い造詣があり、食文化
研究における「融合」という視点から、今後の日本にお
ける乳文化展開の中心軸としてチーズに着目している。
これは、日本における乳食の文化的展開について「液体
から固体」へ変化するという中尾佐助の説を支持してい
ることとも関係していそうだ。こうしたこともあって、

チーズ生産者に対するまなざしは特に熱い。16篇の内
の5編でチーズの生産や流通に貢献した人々を幅広く扱
っているのもそのためだろう。

第4には、酪農における生産方式、すなわち酪農の土
地利用のあり方への拘りである。

筆者は、日頃から、酪農は光合成産業であると主張し、
この本の中でも「太陽の恵み産業」と表現している。こ
うした視点から、斎藤晶に代表される山地酪農の経営者、
放牧酪農への取り組み、ジャージ牛による産地形成など
を支えてきた戦後の歴史や人々など、日本においてはい
まや一般的とは言い難い粗放的酪農生産の担い手たちを
題材にしている。

牛乳の殺菌温度にこだわり続けた藤江才介と佐藤忠吉
のことを筆者は「自然主義者」と呼んでいるが、筆者も
また酪農の自然的な原型にこそ酪農本来の価値があると
感じている「自然主義者」である。

さて、本年は明治維新からちょうど150年目に当たる。
明治以降の日本の近代化は「富国強兵」「西洋文化の導入」
という言葉で表現されるが、まさにミルクの生産と利用
は、「富国強兵」の基礎となる強健な日本人を作る意図
で時の政府が導入し、食文化という点では、日本人の食
生活の近代化・西洋化を代表するもので、したがって酪
農乳業は近代日本における食品産業の展開を考える上で
象徴的な存在でもある。現在、わが国の食品産業は、超
高齢化社会という新たな社会構造への対応、食品市場を
めぐる貿易自由化の新たな進展など、時代的にも新たな
局面に差し掛かっているが、こうした酪農乳業の現実的
課題を未来志向的にとらえるためにも、わが国における
酪農乳業の近代史を分析的に確認しその日本的な特質を
洗い出すことが必要だろう。その場合、食の利用場面に
専ら重点を置く食文化研究だけでは、日本人の食生活に
おける乳食の受容実態を確認する作業に留まってしまい、
乳文化の社会経済的な側面に光を当てることは困難であ
る。したがって、先ずは、ミルクの生産、流通、利用に
わたる近代日本の歴史を幅広くトレースし、乳文化研究
の方法論を確立することが不可欠であるが、本書はまさ
にその足掛かりとなる視点と情報を提供している。筆者
の貢献に心から敬意を表したい。� （終）
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会務報告

平成 29 年度　日本酪農乳業史研究会通常総会記事

総会次第

日　時　　　平成29年9月16日（土）　13：00より
場　所　　　日本大学櫻門会館3階会議室

１．開　会　
２．挨　拶　　会長　中瀬信三
３．議　題

１　第1号議案：平成28年度事業報告及び収支決算
２　第2号議案：監査報告（監事　石原哲雄）
３　第3号議案：平成29年度事業計画及び収支計画
４　その他

４．閉　会

総会記事

平成29年09月16日13時より日大櫻門会館会議室で会員40名参加のもとに平成29年度通常総会が開催された。中
瀬会長より開会挨拶をされ、来年で研究会も10年を迎えるので、更に研究会を存続するため是非会員数を増やして
頂きたいと要請した。その後総会に入り、第1号議案から第3号議案を審議した結果、各議案とも満場一致で承認さ
れ閉会した。なお総会内容は「酪農乳業史研究15号（平成30年3月発刊予定）」に掲載し報告する。
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第 1号議案

平成 28 年度事業報告及収支決算
（自：平成28年3月1日　至29年2月28日）

１．事業報告
１）会員の異動

平成28年3月01日　会員数83名（76名・団体7名）
平成29年2月28日　会員数94名（88名・団体6名）

２）役員会：3月27日（土）日本獣医生命科学大学（512教室）
総　会：3月27日（土）日本獣医生命科学大学（512教室）
第9回シンポジウム（土）日本獣医生命科学大学（512教室）

飲用牛乳の殺菌方法とその歴史
・飲用牛乳の殺菌方法とその歴史（藤原真一郎氏）
・HTST・UHT殺菌の変遷（有働久志氏）
・国産殺菌装置の変遷（清水喜治氏）
・ロングライフミルク常温流通の道のり（森田邦雄氏）

（畜産学会・参加者85名）

３）ブラミルク東京2弾（ミルク1万年の会）（5月21日）
研究会からの参加者，堂迫、前田、片桐、和仁、小玉、矢澤

４）酪農乳業史研究（NO12号）発送（5月24日）

５）第10回シンポジウムの打ち合わせ（7月08日）
酪農の里（千葉県）出張（題名：近代酪農発祥之地.嶺岡牧として、講師日暮氏外4名決定・矢澤事務局長・
佐藤奨平評議員同行）

６）酪農科学学会（日大生物資源科学部・9月9日）矢澤事務局長参加

７）役員会：9月24（土）櫻門会館

８）第10回シンポジウム9月24日（土）櫻門会館　
近代酪農発祥地嶺岡牧
・遺構が語る嶺岡牧の姿（日暮晃一氏）
・古文書からみた嶺岡牧（金沢真嗣氏）
・嶺岡牧の民営化（安房酪農の勃興）（林克郎氏）
・嶺岡牧再生マネジメント実証（牛村展子氏）

（参加者80名）

９）酪農乳業史研究（NO13号）発送　9月30日

10）シンポジウム（畜産経営経済研究会と合同で開催）10月22日（日）
東京大学経済学部第2教室　参加者80名

「不足払い法」成立から50年－酪農・乳業の過去・現在・将来を考えるー
・シンポ解題（小林信一氏）
・戦後酪農政策の成立と不足払い制度の構造（前田浩史氏）
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・日本酪農の発展と指定団体の変遷（林克郎氏）
・コメント　佐野宏哉氏・矢坂雅充氏・小澤壮行氏・佐藤奨平氏

（参加者90名）

11）嶺岡牧を巡る嶺岡牧文化のエクスカーション
現地で知る嶺岡牧文化・チョコカタメーノ食文化.黎明期の製乳業

（大山千枚田保存会と合同主催）11月20日（日）13名参加
房総煉乳牛酪製造所（森永乳業㈱誕生地）跡地・磯貝安房煉乳所
跡地・大山千枚田古民家・嶺岡牧野間土手、牧士吉野宅跡など視察

２．収支決算
１）収入の部
� （単位：円）　

科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　　　考

前年度繰越金
会費収入
交流会費
寄付金その他
雑収入

373,191
550,000
300,000
200,000

50

373,191
525,000
340,000
299,000

12

0
25,000

△ 40,000
△ 99,000

38

個人 28 万 5 千　団体 24 万

寄付金、非会員参加費、広告
利息

合計 1,423,241 1,537,203 △ 113,962

２）支出の部
� （単位：円）　

科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　　　考

運営費
　事務費
　通信・交通費
　会議費
　HP 作成費　
事業費
　シンポ開催費
　会誌刊行費
　通信運搬費
　調査研究費
予備費
次年度繰越金

230,000
50,000

100,000
20,000
60,000

880,000
300,000
500,000
30,000
50,000

0
313,241

217,241
46,205
91,036
20,000
60,000

902,745
465,225
425,520

0
12,000

0
417,217

12,759
3,795
8,964

0
0

△ 22,745
△ 165,225

74,480
30,000
38,000

0
△ 103,976

文具、封筒印刷費、手数料
案内、事務局交通費
昼食費（役員会）
HP 維持費

会場費、アルバイト、交流会
会誌 12 号、13 号印刷費
会誌発送費
資料、調査先謝礼他

合計 1,423,241 1,537,203 △ 113,962



酪農乳業史研究　第 15 号　2018.3

－ 59 －

第2号議案

監査報告

日本酪農乳業史研究会

会長 中瀬信三殿

平成28年度事業報告及び収支決算の報告書について、関係書類と共にその

内容を監査しました結果、正当であることを認めます。

平成29年 9月 11日

羞

◎

公

哲

本

原
山

石

事

事
監

監



酪農乳業史研究　第 15 号　2018.3

－ 60 －

第 3号議案

平成 29 年度事業計画及び収支予算
（自：平成 29 年 3 月 1 日　至：平成 30 年 2 月 28 日）

１．事業計画
１）総会及び各会議の開催
　　　総会（9 月中旬）、調査研究会議（随時）
２）シンポジウムの開催
　　　アイスクリームの歴史に学ぶ（桜門会館）
３）酪農乳業史研究（14 号・15 号）の刊行
４）その他、研究会の目的に関連する事業

２．収支予算
１）収入の部
� （単位：円）　

科　　　目 予　算　額 前年度決算額 差　　　異 備　　　　　考

前年度繰越金
会費収入
交流会費
寄付金その他
雑収入

417,217
550,000
200,000
100,000

30

373,191
525,000
340,000
299,000

12

44,026
25,000

△ 140,000
△ 199,000

18

会費・団体会費
交流会等
広告代

合計 1,267,247 1,537,203 △ 269,956

２）支出の部
� （単位：円）　

科　目 予　算　額 前年度決算額 差　　　異 備　　　　　考

運営費

　事務費

　通信・交通費

　会議費

　HP 作成費

事業費

　シンポ開催費

　会誌刊行費

　通信運搬費

　調査研究費

予備費

次年度繰越金

230,000

50,000

100,000

20,000

60,000

750,000

300,000

400,000

30,000

20,000

0

287,247

217,241

46,205

91,036

20,000

60,000

902,745

465,225

425,520

0

12,000

0

417,217

12,759

3,795

8,964

0

0

△ 152,745

△ 165,225

△ 25,520

30,000

8,000

△ 129,970

文具 . 封筒印刷・手数料

案内・事務局交通費

会議室使用料・お茶代

HP 作成費

使用料・交流会等

会誌 14・15 号印刷費

会誌発送料

調査・謝礼金

合計 1,267,247 1,537,203 △ 269,956
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日本酪農乳業史研究会々則

平成20年4月26日制定　
平成21年6月20日改訂　
平成22年3月28日改訂　

（名称）
第１条　この会は、日本酪農乳業史研究会（以下「本会」という）という。

（目的）
第２条　本会は、日本および世界の酪農乳業発展史における生産技術、経済、社会、文化等に関する総合的研究を

行い、酪農乳業の発展に寄与することを目的とする。

（事業）
第３条　本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

１　酪農乳業史に関する情報交換、研究発表会等の開催。
２　酪農乳業史に関する調査、現地視察等の開催。
３　酪農乳業史に関する研究成果及び会報等の発刊。
４　その他、本会の目的を達成するために必要な事業。

（会員）
第４条　本会の会員は次の通りとする。

１　本会の目的に賛同する個人。
２　本会の目的に賛同する企業又は団体。
３　本会に寄与したものは名誉会員等の称号を付与することができる。

（会費）
第５条　本会々員の年会費は、次の通りとする。

１　個人会員　　　 　5,000 円
２　団体会員　　　　30,000 円（1 口以上）

（役員）
第６条　本会に次の役員を置き、総会において選出する。

１　会長　　　　1 名
２　副会長　　　若干名
３　理事　　　　若干名（常務理事を含む）
４　監事　　　　2 名
５　事務局長　　1 名 
６　評議員　　　若干名
７　顧問・参与　若干名

（役員の職務）
第７条　本会役員の職務は、次の通りとする。

１　会長は、本会を代表し会務を総理する。
２　副会長は、会長を補佐し会長に事故があるときは職務を代行する。
３　理事は、会務の重要事項について審議し執行する。
４　監事は、本会の業務及び経理を監査する。
５　評議員は、本会の業務について審議する。
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６　顧問、参与は、会長の諮問に応じ重要事項に参画する。

（役員の任期）
第８条　役員の任期は、2 年とする。但し再任は妨げない。

（会議）
第９条　本会の会議は、次の通りとする。

１　総会
①　総会は、通常総会及び臨時総会とし、本会の基本的事項を審議決定する。
②　総会は、会長が招集し議長となる。
③　総会は、出席した会員の過半数の賛成により議決する。

２　理事会
①　理事会の構成は、理事、監事、事務局長とする。
②　理事会は、会長が招集し議長となる。
③　理事会は、本会の重要事項を審議し執行する。

3　評議員会
①　評議員会は、会長が招集し議長となる。
②　評議員会は、本会の業務の重要事項を評議する。

第 10 条　会長は、本会の業務を円滑に遂行するため、理事会の議決を経て専門部会（委員会）を設けることができる。

（事務局）
第 11 条　本会は、事務を処理するため事務局を置く。

１　事務局長は、会長の命を受け、本会の業務及び経理の処理に当たる。
２　事務局に関する事項は、理事会の議を経て会長が別に定める。

（経理）
第 12 条　本会の経理は、次に掲げるものをもって当てる。

１　会費
２　寄付金
３　事業に伴う収入
４　その他の収入

（事業年度）
第 13 条　本会の年度は、毎年 3 月 1 日に始まり 2 月末日に終わる。

附則
１　この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な規定は、理事会の議決を経て別に定める。
２　本会則の変更は、総会の議決を経なければならない。
３　本会則は、平成 20 年 4 月 26 日から施行する。
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（1）　 本誌は日本および世界の酪農乳業発展史における生産技術、経済、社会、文化等に関する論文、研究ノート、
調査報告、解説およびエッセイなどを掲載する。

（2）　 論文および研究ノートについては編集員会により審査を行う。その他の原稿の取り扱いについては、編集委員
会に一任のこと。

（3）　 原稿の言語は、日本語と英語とする。論文および研究ノートの和文原稿には、表題、著者名および所属機関名
（所在地）、次いで英文の表題、著者名、所属機関名（所在地）および250語以内の英文要約（Abstract）をつける。
また英文原稿には末尾に和文要約をつける。論文および研究ノートには、和文の場合には英文要約の後に、英文
の場合は所属の後にそれぞれ和文、英文のキーワード（5ワード以内）を書く。英文については、英語を第一言
語とする者の校閲のサインを添付すること。調査報告、解説およびエッセイなどは原則和文とし、英文要約を添
付する必要はない。

（4）　 原稿用紙はすべてA4版とし、上下と左右に3cm程度の余白を空け、和文の場合は横書きで40字×25行、英
文の場合は65字×25行を標準とする。

（5）　 原稿の長さは、原則として論文は刷上り10頁（17,000字、図表含む）以内、その他は8頁（13,600字、図表含む）
以内とする。

（6）　 和文原稿はひらがな、新かな遣い、常用漢字を用いる。なお、エッセイなどは、この限りではない。

（7）　 本文の見出しは、章：Ⅰ．・・・、節：1．・・・・、項：（1）・・・、小項：1）・・・の順とする。なお、章が
変わるときは2行、節、項が変わるときは1行空けて見出しを書く。

（8）　 本文を改行するときは、和文の場合1字空け、英文の場合は3字空けて書く。

（9）　 字体の指定は、イタリックは下線（ABC）、ゴシックは波線（ABC）、スモールキャピタルは二重下線（ABC）、
上付き（肩付き）は∨、下付きは∧とする。

（10）　句読点などは、「、 。・；：「 」（ ）—」を用い、行末にはみ出す句読点および括弧は行末に書く。

（11）　年号は、元号の後に可能な限り西暦を付記する。例：明治43（1910）年

（12）　図および写真は、そのまま写真製版できるように別葉で作成し、説明は別紙にまとめて書く。

（13）　引用文献は、本文中での引用順に片括弧付きの番号を付して記載する。

（14）　引用文献リストは、本文の後に番号順にまとめて記載する。

（15）　初校は、著者が行うことを原則とする。

（16）　報文の別刷代は著者負担とする。希望部数は初校の1頁目の上欄外に朱書すること。

（17）　原稿はプリントアウト１部とともに、メール添付あるいはＣＤなどの電子媒体を、「〒252-0880　神奈川県藤
沢市亀井野1866　日本大学生物資源科学部畜産経営学研究室内　日本酪農乳業史研究会編集委員会　小林信一
宛」あるいは/およびメールアドレス：kobayashi.shinichi@nihon-u.ac.jp　に送付すること。

酪農乳業史研究投稿規程
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この手引きは、酪農乳業史研究への投稿原稿の執筆の指針として投稿規定を補うためのものである。

１．原稿は、1）表紙、2）本文、3）引用文献リスト、4）図表（説明文を含む）とする。表紙は第１頁とし、全ての
原稿用紙の下端中央部に、通し番号をつける。

２．表紙には、表題、著者名、所属（所在地）を記入する。著者が複数の場合には、和文では氏名を「・」で区切り、
英文では「,」で区切って記し、所属が複数の場合にはそれぞれ氏名の右肩に数字1, 2, 3を付して所属と対応させる。
責任者には必ず「＊」を付して脚注にFax番号およびE-mailアドレスを書くこと。

〈和文原稿の表紙の例〉

我が国における・・・・・・・・

島村良一1＊・吉田寅一2

1日本酪農乳業史研究会，藤沢　252-8510
2東北大学大学院農学研究科，仙台市　961-8555

Studies on・・・・・・・・・・・

SHIMAMURA Ryoichi 1＊ and YOSHIDA Toraichi 2
1 Japanese Society of Dairy History,  Fujisawa 252-8510  

2 Graduate School of Agricultural Science,  Tohoku University, Sendai 961-8555 
Minamiminowa-mura,  Nagano 399-4598 

＊連絡者（fax: 0466-84-3648, e-mail: shimamura@brs.nihon-u.ac.jp）

〈英文原稿の表紙の例〉

Studies on・・・・・・・・・・・

SHIMAMURA Ryoichi 1＊ and YOSHIDA Toraichi 2
1 Japanese Society of Dairy History, Fujisawa 252-8510  

2 Graduate School of Agricultural Science, Tohoku University, Sendai 961-8555 

＊Corresponding author（fax: 0466-84-3648, e-mail: shimamura@brs.nihon-u.ac.jp）

３．表題
表題は、論文内容を的確に、そして簡潔に表現する。

４．著者の所属機関とその所在地
著者全員の氏名、所属機関および部局、その所在地を記述する。所在地は、郵便物が正確に配送される範囲とし、

最後に郵便番号を記述する。

５．Abstractは、要点を250語以内で簡潔明瞭に表現する。
６．引用文献リストは、下記の例にならって作成する。
（1） 和文雑誌の場合

細野明義（1994）：畜産物利用に関する研究の動向２－乳酸菌関係、日本畜産学会報、65（1）、pp.81-83.

酪農乳業史研究への投稿の手引き
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（2） 欧文雑誌の場合
Nott, S.B, D.E. Kauffman, and J.A. Specher （1981）: Trends in the Management of Dairy Farms Since 1956, 
Journal of Dairy Science, 64, pp.1330-1343.

（3） 和文書籍の場合
足立　達（2002）：乳製品の世界外史―世界とくにアジアにおける乳業技術の史的展開―、東北大学出版会、
198p.

（4） 欧文書籍の場合
Jacobson, R.E.（1980）:  Changing Structure of Dairy Farming in the United States: 1940-1979. ESPR-3, Ohio 
State University, Columbus, pp.63-110. 

７．図
図は1つごとに別葉に作成する。写真は図として取り扱う。図中の数字、説明語はコンピューターを用いて、出

来上がり縮尺を考えて記入すること。図は図1、図2のように通し番号を付け、代表者名、希望する縮尺を右下端
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８．表
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アラビア数字で番号を付け、内容を適切に表すタイトルを付ける。英文のタイトルは、最初の文字のみを大文字と
し、最後に「 . 」を付ける。
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明治期の牛乳搾取業（牛乳屋）―（1）

森勘十郎の牛乳搾取所（明治17年）
（牛込区白銀町）

牛乳卸小売搾乳所（明治６年）
東京麹町に開業して猪股組を
形成して各地支店をもうけた

乳屋　鴻生舎（明治6年～昭和19年）松江市羽衣町
（小泉八雲（富田屋）宅に牛乳を配達したと伝う）

牛乳搾取所　得盛社（明治17年）
（東京浅草日向柳原町）

牛乳搾取所と牧場（明治17年）
糸商　矢作長兵衛が経営者であった
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上川牧場（明治34年頃）
エアシャー種を奨励している

若林牛乳園（明治37年頃）
図柄は医療機関を描いているのが特徴

明治期 牛乳の引札（チラシ）―（2）

亀の子型哺乳壜から乳首を乳児が吸う
（明治30年頃）

滋養牛乳荒木牛乳所
神奈川県真鶴近く（江ノ蒲）

撫養共同販売所（徳島県）
飛行機アンリー・ファルマン機 

（フランスより搬入、明治43年頃）

愛進舎牛乳搾取販売所（埼玉県鴻巣）
（新暦と旧暦の二つの暦を引札とした明治42年頃）
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牛乳広告　今井良三
乳牛の飼育に注意している

明治17年頃

乳価改正（1合4銭5厘に上げる）
明治45年（関西の牧場）

牛乳の広告・価格改正通知・領収書 ―（3）

純良牛乳販売広告　石田長吉
●●的な牛乳であることを歌い文句

明治41年頃

牛乳価格の改正（1合4銭に下げる）
明治31年頃（群馬県）

牛乳代金領収書
明治41年（東京）

牛乳代金勘定証
明治31年（島根県）
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